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巻頭言

夜空の星、地上の星

社会福祉法人昴 理事長 髙澤守

秋から春にかけた夜空、特に空気が澄ん

だ時期には青白く輝く星のまとまりを見つける

ことが出来ます。プレアデス星団、和名 “昴

（すばる）”、法人名の由来でもある７つの星が

輝いています。

30年前、1990年にそれまでの施設中心の

福祉ではなく、地域の中で暮らし、その人らし

さを大切にした“街づくり”をめざして社会福

祉法人昴は立ち上がりました。

その“昴”が設立当初より目指してきた「良

い施設よりよい街づくり」、「暮らしを分けあう

優しい街」、「顔が見えるところで支援」という

障害ある方一人一人から出発した理念は、い

わゆる今日の「共生社会の実現」（障害者基

本法）と重なり、今なお私たちが目指す歩み

のその先にある目標となっています。

これは、障害が有っても無くても希望する

誰もが地域に暮らし、その人らしい当たり前の

暮らしが送れること、そして結果として“誰に

も優しい街づくり”を進めていくということであ

り、当時としてはたいへんなイノベーションで

あったと思います。

そして、共生社会という「互いに理解し合

い、互いに支え合う」地域づくりは、今や超高

齢社会という未曾有の時代への社会保障課

題の解決手段として唱えられています。

私たちはその「地域共生社会」という取り

組みの傍観者として存在するのではなく、障

害ある方々がその真ん中に立つために、今、

新たなイノベーションを創り出すことが求めら

れています。

地域に軸足を置いた仕事を宣言して以

来、私たちの仕事は“地域に求めるだけでな

く、地域に貢献できる活動としての意味や意

義、わかりやすい体系を持つことが必要であ

り、それは私たちの責任でもあると考えてきま

した。“互いに支え合う社会”の真ん中に立つ

ためにこの数年来の新しい切り口として、障害

ある方の活動が社会に貢献できるかたちとな

ることや、そうした意味・意義を人々と共有す

ることをめざしています。

それは、単に介護のみを目的とした仕事か

ら、社会的意義のある新たな価値を考え創り

出し、障害ある方々の可能性を広げ、その評

価を変えていくという仕事への転換です。“完

結型の介護”から“指向型の介護”への転換と

いうテーマは障害ある人にとって、そして私

たちにとって新たなイノベーションであると考

えています。

グループホーム“みらい”で暮らす皆さん

が担う地域の小学生の通学の安全を守る“放

課後見守り隊”の活動、ワークショップ・チボリ

が取り組む地域清掃などの“アダプトプログラ

ム”などは、介護や生活支援に留まらずに社

会貢献活動としての新たな価値を創り出すこ

とを教えてくれました。障害ある方々と一緒に

作りだす私たち昴の新たなイノベーションは

既に始まっており、さらに広げていかなければ

なりません。

夜空の星の“昴”はまだ生まれたばかりの1

億年前後の星の集団だそうです。綺麗に青

白く輝いているのは、とても高温で熱核融合も

活発な証拠で、言わば若く元気に暴れる星団

だと言うことです。私たちの30年はまだまだ

始まったばかり、星の欠片にも及びません。

今回の共生社会研究所所報では、法人設
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立30周年を記念した特集として“星の時間”

を振り返り、ターニングポイントとして、まさに

「その時、昴が動いた」瞬間について振り返る

機会とさせて頂きました。

超高齢社会という未曾有の時代の入口に

立ち、まさに次の時代へと進んでいこうとして

いる昴にとって、ここからの10年、そしてその

先の20年というその望洋たる道のりには、希

望も期待も少なからずの不安もあります。今ま

さにこの30年という歳月のゲートをくぐるこの

時、先達の歩みや思いは夜空の道標のように

これからも昴の若い職員の皆さんの歩みを力

強く後押ししてくれる大きな力となる筈です。

お忙しい中にもかかわらず、快く執筆にご

協力頂きました“地上の星”の皆様に心より感

謝“申し上げます。

法人設立前1987年作成のマスタープラン表紙

昴設立25周年時の25年後構想集表紙（2015年）

共生社会研究 第 6 号 2020年

昴設立30周年記念特集



- 3 -

共生社会研究 第 6 号 2020年

昴設立30周年記念特集

社会福祉法人昴の30年史 年表

法人の歩み 福祉の動向・世の中の動向

1990（平成2）年4月 社会福祉法人昴設立 1990年 福祉関係８法改正

1990（平成2）年4月 知的障害児通園施設｢青い鳥学園｣（昭和48年認

可）の運営を引き継ぎ、施設名をこども発達センター 《1990バブル経済の崩壊》

ハローキッズに改称 ｢地域サービス部｣を併設し、

地域療育関連事業を本格実施

1990（平成2）年4月 心身障害児通園施設機能充実モデル事業受託

1991（平成3）年4月 心身障害児・者施設地域療育事業「巡回療育相談

事業」受託

1992（平成4）年6月 ファミリーサポートセンター昴を開設し、レスパイトサー

ビス事業を開始

1992（平成4）年6月 生活ホーム「ピアハイム」を開設 1993年 障害者基本法改正（心身障

1995（平成7）年8月 知的障害者通所更生施設「デイセンターウィズ」開設 害者対策基本法改正）

1997（平成9）年4月 市町村障害者生活支援事業受託に伴い生活支援 《1993サッカーJリーグ開幕》

センター「ひき」開設 1995年 障害者プラン（ノーマライゼ

1997（平成9）年10月 埼玉県障害児（者）地域療育等支援事業受託 ーション7ヶ年戦略決定）

1998（平成10）年9月 診療所ハロークリニック開設 《1995阪神淡路大震災》

発達相談室を併設（現ハロークリニック相談支援室） 《1996たまごっち》

1998（平成10）年10月 重症心身障害児通園事業（B型）受託ハローキッズに併設 《1998長野五輪》

1999（平成11）年4月 東松山市社会福祉協議会・ケアサポート｢いわはな｣開設に

伴い生活支援センター「ひき」を市社協に移管し閉鎖 《1999男女共同参画社会基本法》

1999（平成11）年10月 生活ホーム「すまいる」開設

1999（平成11）年10月 障害者雇用支援センター準備室開設

1999（平成11）年12月 ファミリーサポートセンター昴（ＦＳＣ昴）をハロークリニッ

ク隣接地に移設

2000（平成12）年4月 ファミリーサポートセンター昴にレクリエーションクラブ開 2000年 社会福祉基礎構造改革

設し介護支援部門と併設 《2000介護保険制度》

2001（平成13）年4月 ｢手をつなぐ育成会｣らとともに東松山市障害者就労 《2001米国同時多発テロ》

支援センターを開設（2003年NPO法人化）

2001（平成13）年10月 生活ホーム「すまいる」をグループホームに変更

｢訪問介護員養成研修２級課程｣開始

2002（平成14）年1月 小川町委託事業としてファミリーサポートセンター昴小川支 《2002サッカーワールドカップ日韓大会》

所｢アット｣及び生活ホーム｢ユニコーポ小川｣を開設

2003（平成15）年4月 ファミリーサポートセンター昴居宅介護事業所指定と 2003年 支援費制度施行

ともに市内移転 《2003イラク戦争》

2004（平成16）年3月 知的障害児通園施設こども発達センターハローキッズ廃止 《2004裁判員法》

2004（平成16）年4月 児童デイサービス（ハローキッズ）開設
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2004（平成16）年11月 知的障害者地域生活援助事業グループホーム「カルテット」開設

2005（平成17）年1月 地域福祉会チボリ（旧岡部町）へ人材派遣開始（現チ 《2005福知山線脱線事故》

ボリ及び生活ホームとまり木）

2005（平成17）年5月 知的障害者・児童短期入所事業所「すばる」（単独型）開設

2006（平成18）年4月 ワークショップ・チボリ（深谷市、知的障害者通所更生施設）を開設 2006年 障害者自立支援法施行

2006（平成18）年4月 松の実（デイセンターウィズ分場）を開設

2006（平成18）年10月 ハロークリニック相談支援室、ファミリーサポートセンタ 《2006地上デジタル「ワンセグ」開始》

ー昴にて、指定相談支援事業を開始 比企市町村よ

り委託相談事業を受託

2007（平成19）年4月 地域デイケア・アドヴァンスを「和の会」（親のグループ） 《2007初代iPhone発表》

より引き継ぎ運営開始

2007（平成19）年4月 デイセンターウィズ（多機能型事業所）、松の実（生活

介護事業所）を新体系へ移行

2007（平成19）年4月 委託相談支援事業所として東松山市自立支援協議

会へ事務局（３法人）として参加 《2008リーマンショック》

2009（平成21）年4月 ワークショップ・チボリを多機能型事業所（生活介護、 《2009民主党政権》

就労継続支援B型）へ移行

2009（平成21）年10月 共同生活ホーム「とまり木」（ケアホーム、深谷市）を開

設（地域福祉会より引き継ぐ）

2010（平成22）年2月 アドヴァンス多機能型事業所へ移行 RICEONRICEをオ 《2010小惑星探査機はやぶさ帰還》

ープン／児童デイを廃止

2010（平成22）年3月 法人設立２０周年 《2011東日本大震災》

2011（平成23）年4月 ケアホームみらい開設 2011年 障害者基本法改正

2012（平成24）年4月 ケアホームあすく開設（ショートステイ及び相談室、サロン併設） （社会的障壁の考え方導入）

2012（平成24）年4月 西部・比企地域支援センター開設 （東松山市高坂） 2012年 障害者虐待防止法施行

2012（平成24）年5月 地域共生プラザいんくる堂オープン（東松山市高坂） 《2012自公政権》

2012（平成24）年7月 相談支援事業所Yeast（イースト）開設（深谷市） 《2013NHK「あまちゃん」放映》

2013（平成25）年4月 県北地域障害児等療育支援事業をYeast（イースト）で受託 2013年 障害者総合支援法施行

2015（平成27）年3月 保育所等訪問支援事業開始（ハロークリニック相談支援室） 2014年 障害者権利条約批准

2015（平成27）年4月 生活ホーム「ユニコーポ小川」をアパート型グループホームに移行 《2014特定秘密保護法》

2016（平成28）年4月 深谷市委託相談支援事業を受託 「べーぐる」として開設 《2016熊本地震》

2016（平成28）年8月 アパート型グループホーム「スカイハイ」をオープン（※ 2016年 社会福祉法一部改正

すまいる定員変更） ※社会福祉法人制度改革

2017（平成29）年4月 グループホーム「ソキウス」をオープン（※すまいる定員変更） 2017年 社会福祉法全面改正

2018（平成30）年2月 グループホーム「カンパーニュ」をオープン（※とまり木定員変更） ※社会福祉法人制度改革

2018（平成30）年5月 グループホーム「ユニコーポ小川」を移転 ショートステイ併設型グ 《2018西日本豪雨》

ループホームへ変更（※とまり木定員変更） 令和 《2019東日本台風被害》
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社会福祉法人昴の30年史

昴の「星の時間」

昴共生社会研究所 所長 山崎晃史

作家シュテファン・ツヴァイクは歴史を変えた一瞬を「星の時間」と呼び、歴史を変えたさまざま

な出来事を描いた。「坦々たる時間が流れ去るからこそ、やがて本当に歴史的な、人類の星の時

間というべきひとときが現われ出る」と述べている。そして、肝心なのは歴史は人によってつくら

れているということである。

社会福祉法人昴は2020年で設立30周年となった。私たちは、さまざまな人の力や絆によって

事業を展開してきた。障害をもつ人の人権を守り、暮らしの質の向上に向けた手がかりをいくらか

創り出してきた。それは、「人類の」と言うほど大きなものではないが、意味ある小さな「星の時

間」の集積による。

図らずも昴は「すばる＝プレアデス星団」にちなんで名づけられた。つまり星の集まりである。

星はそれぞれ独立して輝いているが、仰ぎ見ると私たちには星座として意味をなしている。昴30

年の歩みが、星の時間の中で「やさしい街」という星座として顕れてきているだろうか。

本論は、昴30年の歴史をノーマライゼーション理念実現というミッションの遂行として捉え、そ

の前史を含めて振り返り、前進させてきた瞬間瞬間を捉えようとするものである。

Ⅰ. 法人設立前夜

1. ノーマライゼーション理念の広がり

20世紀半ば、第二次大戦後の欧米では障

害のある人を集め、大規模に衣食住を集中

的に提供する理想の村をつくろうとしていた。

いわゆる障害者コロニーの発想である。こうし

たいわゆる入所施設の生活環境では、管理

的で自由がきかなくなり、環境が劣悪になり、

さながら収容所といった様相になる。そもそも

社会防衛的発想として、重度の障害をもつ人

が社会のなかで暮らすことは本人も周囲も社

会も負担になるという考え方が潜在してい

た。

デンマークの行政官だったバンク＝ミケル

センは知的障害者の入所施設のそうした現

実を知り、疑問を感じ、変革の必要性を認識

した。そこからノーマライゼーションという理念

を発信し始め、1959年にはデンマークでその

発想が法的な位置づけを獲得するに至った。

ノーマライゼーション（normalization）は、

障害をもつ人が地域社会のなかで他の人と

平等に暮らせることが当たり前になるべきで

あり、そのための条件整備が必要で（機会均

等）、障害の有無にかかわらず共生する社会

こそがノーマルな社会であるという考え方で

ある。

その後世界的にはノーマライゼーションが

標準的な指針となり、障害者コロニーが廃止

され、地域生活支援が中心となっていった。19

81年の国際連合による「国際障害者年」にお

いて「完全参加と平等」が謳われ、障害を持

つ人を排除して成り立つ社会は弱くもろい社

会であると説かれた。障害があっても市民とし

て平等に生きられるということであり、そのた

めに必要な支援をすることは困難さがあって
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も当然であるということで、これは人権の前提

からの当然の帰結である。

いっぽう、当時の日本においては、欧米か

ら遅れて障害者コロニーが全国に広がってお

り廃止に向かうことはなかった。行く末を案じ

る親たちの不安が大規模入所施設の維持、

設置を後押ししていた。1979年、重度障害児

童の就学猶予措置が全員就学の原則になっ

たこと、いわゆる養護学校義務化、が平等な

権利獲得へのささやかな一歩であった。また、

国際障害者年を境にノーマライゼーションが

意識されるようになり、ゆるやかに人権を重

視する方向へと転換しつつあった。生きること

の保障重視から、よりよく生きることへの保障

へ。全国一律のセーフティーネットから市町村

単位での地域特性に応じたきめ細かな支援

へ。そのような流れが形になろうとしていた。

これが1980年代の社会福祉法人昴設立前夜

の時代状況である。

2. 育ちの場から排除された児童の支援

行き場が無い、排除されている、ということ

ほど辛いものはない。それ以上に、そもそも学

校に通わなくて良いとされて、教育ができな

い存在とされていた。1960年代、70年代の障

害をもつ児童の置かれた状況がまさにそれ

であった。重度障害児童は就学猶予という名

で教育の場から排除されていたのである。

そうしたなか、1967年、親たちの運動で市

内の仲よし保育園の一室を借りてあそびの場

がつくられた。障害児の日曜学校「青い鳥教

室」である。3歳から18歳までの11人が参加し

た。そして、これが1973年に厚生省・県に認可

を受けた定員30名の障害児童の通園施設

「青い鳥学園」へと発展した。当時は福祉施設

として就学猶予された18歳までの「児童」を

受け入れていた。

3. 療育センター構想

ここから社会福祉法人昴設立へと道が整

えられていく。後に初代理事長となる佐藤進

は1978年からこの「青い鳥学園」園長に就任

していた。養護学校義務化を経て就学前幼

児の通園施設へと転換したこの園で、人生早

期に早くも地域の保育所や幼稚園からはじか

れ、苦しんでいた親子のためにも、何としても

発達可能性を手がかりに希望ある未来を切り

開かなければならないとして奮闘していた。

1983年にぶどう社から出版された「障害幼

児の保育実践」には当時のそうした取り組み

が凝縮され記録されている。こども一人ひとり

にさまざまな工夫を凝らして関わり、親と親密

なコミュニケーションを図るその全人的保育

の実践は絶大な信頼を得た。それは障害をも

つ幼児を、育ちの物語の主人公へと恢復させ

る試みだったと言えよう。

同書には「どんなに重い障害をもつ子ども

も他の誰ともかわることなく、ひとりの人間とし

て生きる権利をもつ存在であることを、人間

的な共感をもって理解することから始まる」と

記されており、これは今も昔も変わらぬ道理

である。その実践はその頃の理解の仕方でこ

れを愚直に実現しようとする取り組みだった。

この定員39名の通園施設は児童相談所の

1983年ぶどう社刊 表紙
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措置によって利用する施設であったが、同様

の施設が埼玉県西北部にはほとんどないこと

もあり、希望者が広域から集まり入園できない

児童が増えていた。そうしたニーズに応えて

いくことと、より充実した「療育」を提供するた

めに、構想は医療と福祉を統合した多機能で

中規模な療育センターに向かっていった。相

談所、診療所、通園療育施設、研究所、一時

預かりの宿泊施設、子どもの文化センターと

いった機能のあるセンター設立の計画であ

る。この当時は「早期発見、早期療育」がさか

んに唱えられていた。重度の障害であっても

保育や教育により発達を促すことができると

いう事実の積み重ねから言われたことであっ

た。療育センター構想でもそのことがテーマ

機関誌きっど&きっず第1号（1986年）

となった。

この療育センターについては坂戸市の土

地が具体的に検討されたこともあった。しか

し、多額の資金が必要なため、早期の実現は

きわめて困難であった。それでも、多くのニー

ズを前に一刻も早く計画を前進させたい佐藤

園長は、結果的に新法人の設立を模索する

に至った。

そのような折り1987年に、後に宮城県知事

となる当時の厚生省障害福祉課長浅野史郎

氏が、佐藤園長と出会うことになった。氏は東

松山にも来訪され通園施設の状況を視察し、

社会福祉法人昴の法人設立にも後押しを惜

しまなかった。そして、現在に至るまで昴を見

守って下さっている。また、浅野氏は入所収容

型福祉から地域福祉への転換の実現に在職

中から真摯に取り組み、グループホームの事

業化などさまざまな施策を実現した。この二

人の出会いは、昴の創設と展開、地域福祉の

推進という両面において相互に影響し合い、

特異なものであり、運命的であった。

（Ⅰ章終わり）
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親子教室の展開 きっど&きっず第7号（1989年）
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社会福祉法人昴設立の報告 機関誌きっど&きっず第10号（1990年）
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Ⅱ. 社会福祉法人昴設立と初期の10年 ～一気に多様な事業展開～

1. 社会福祉法人昴設立からアウトリーチへ

そしていよいよ1990年4月、さまざまな障

壁を乗り越えて社会福祉法人昴の設立が認

可された。理事長は佐藤進であった。約130の

若い星々の集まりであるプレアデス星団＝す

ばるの輝く姿に、たくさんの子どもたちの輝き

を仰ぎ見たいという願いを託した名称であっ

た。障害幼児通園施設の運営をそのまま引き

継いだ。この施設の名称は「こども発達センタ

ー・ハローキッズ」となった。

この時点で、療育センターの実現は先延ば

しとなった。しかし、これは後の展開を暗示し

ている。この頃、施設中心のサービス提供の

発想から徐々に必要なサービスを必要な場

で提供するという発想へとトーンを移行させ

つつあった。設立直前の1990年1月の機関誌

「きっど & きっず」第8号の巻頭言では「ここ

数年の間、障害をもつ人々や老人の福祉の

基本的な考え方になってきたノーマライゼー

ションの思潮に基づく様々な見直しは、長い

間、私たちがあたりまえと考えてきた福祉、と

りわけ施設のあり方を鋭く問い直すものになっ

ています。」とし「従来のように障害があるとわ

かれば、特別な施設に通ったり、入所したりす

るしかない福祉のあり方が、今、急速に変わろ

うとしています。私たちのこれからの歩みも障

害をもつ子どもたちや人々が、それぞれの地

域の中で暮らしていくことができるよう援助す

ることにあります」と述べており、これは施設

内中心の取り組みの見直しを示唆している。

これは、地域で暮らす親子や住民に身近な

市町村職員との具体的なつながりのなかで自

ずと生じてきた感慨でもある。つまり、1989年

度から本格的に始めていて、試行的にはそれ

以前から始めていた地域での親子教室の取

り組みが背景にはある。

こうしたことから、こども発達センター・ハロ

ーキッズにおいても「地域サービス部」を組織

のなかに位置づけた。地域でのケアシステム

が必要であるとして、市町村で親子教室を開

催し、その場を療育の核としてネットワークを

機能させていくという構想を練ったのである。

その実現を推進するために1990年11月に第

1回地域療育推進懇談会を主催開催し県、市

町村の関係者の参加を得ながら課題の共有

を図り、1993年、1994年と開催を続けた。

地域サービスそのものは市町村との委託

契約という形でスタッフを派遣する方式から

スタートし、10年も経たず比企保健福祉圏域

内外の10以上の市町村と契約を結ぶまでに

至った。1991年には心身障害児・者施設地域

療育事業「巡回療育相談事業」を受託し、契

約以外のさまざまな場所へもアウトリーチ（巡

回）する根拠を得た。さらに、1997年にはこれ

が埼玉県障害児（者）地域療育等支援事業と

なり、その後、障害者総合支援法の地域生活

支援事業としての障害児等療育支援事業に

引き継がれ、現在に至っている。

社会福祉法人昴設立時のパンフレット



- 11 -

こども発達センター・ハローキッズ機構図KID&KIDS第10号（1990年）

こうした巡回支援は専門家個人に依頼す

るものとしては従来からあったが、市町村や県

と委託契約を結んで公的な事業として法人

組織により安定的に取り組まれるものにしたこ

との意義は大きい。その後の相談支援事業や

保育所等訪問などの制度創設に影響を与え

た実績のひとつであると考えられる。

2. 心身障害児通園施設機能充実モデル事業

いっぽう、既に法人設立前からいわゆる重

症心身障害とされる幼児も通園しており、ま

た医療的なケアを要する場合もあった。ケア

度が高いからと言って保育の場から排除され

てはならないという信念の元、親と協力しなが

らさまざまなリスクを引き受けながら受け入

れていた。施設の種別でサービスが決まるの

ではなく、必要なサービスをどの施設でも提

供できるようにすべきであるという考え方が

基本になっていた。しかし、この取り組みには

財源的な根拠がなく、重症心身障害幼児の受

け入れを可能にする制度を求めていた。こう

した実態に応え厚生省も1990年4月、「心身

障害児通園施設機能充実モデル事業」を新

設し、ハローキッズが受託することになった。

これにより、初めて理学療法士が常勤でサー

ビス提供に加わることになった。

この動きはその後の障害者総合支援法な

ど障害種別ではなくニーズ中心のサービス体

系を促した最初のきっかけであると言えよう。

また、当時の園児がその後地域で出会う課題

共生社会研究 第 6 号 2020年

昴設立30周年記念特集
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第1回地域療育推進懇談会の報告 きっど&きっず第14号（1991）

の解決にその都度取り組んできており、医療

的ケアが必要な方々が地域で学び生活する

ための方法やサービスを切り開いてきた。

3. くらしを分け合うやさしい街づくり

療育センターを構想した時点よりも、法人

化により、幅広い計画を世に問うことになっ

た。よい施設をつくるのではなく、よい地域（生

きやすい地域）をつくっていくという決意であ

る。子どもたちが養護学校を卒業した後に貧

弱なサービスと活動の場しかなければ、生活

の質は下がり、幼児期の発達を促す取り組み

も何のためのものか分からなくなる。そこで、

ライフスパン全般にわたるさまざまな事業を
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計画することになった。診療所、重度障害の

方のデイセンター、ヘルパー派遣、グループ

ホーム、レスパイトケア、福祉工場などであり、

地域生活に必要なサービスを幅広く構想す

ることになった。

これらは、設立当時のパンフレットでは3つ

のフレーズに集約され表現されている。

「人も街ももっとやさしくなるために」

「すこやかな育ちを支える」

「街での暮らしをたすける」

そして、こうした事業は初期の10年でほぼ

出そろうことになる。

4. ピアハイムとファミリーサポートセンター昴

設立後、まず取り組んだのは、グループホ

ームとレスパイトケアの創設であった。ノーマ

ライゼーションは入所型施設中心のしくみから

脱却できたときに初めて実現できる。「親亡

き後」の不安が昔も今も言われるのは、家族と

暮らし家族が介助するか、施設内で暮らしそ

こで介助を受けるかの二つにひとつという切

迫した状況があるからだ。地域で当たり前に

暮らすための生活のための支援サービスを

つくっていかなければこの状況は変えられな

い。

そこで、1992年にいわゆるグループホー
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ム、制度上は当時の生活ホームとして「ピアハ

イム」をスタートさせた。通常のホームは自立

して生活ができるとされた者が利用するのが

一般的だったが、それにこだわらず入居者を

公募した。地域生活を望むのであればそれを

サポートしようということに果敢に取り組んだ。

現在は日本社会事業大学で教鞭をとる曽根

直樹氏が立ち上げ時の住み込みの世話人で

あった。氏はコロニー型の大規模入所施設で

の勤務経験があり、それとは違う世界をつくっ

ていこうとしたのである。

これに併設してファミリーサポートセンター

昴も立ち上げた。これはレスパイトケアを行う

会費制の事業であった。既に欧米では行われ

ていた家族の介助負担を軽減するための一

時預かりのサービスである。曽根氏を始め、

ハローキッズの職員が皆で分担してサービス

に従事した。

緊急一時保護という入所施設を一時利用

する公的制度はあったが、親のリフレッシュの

ために利用するということは認められず、手

続きにも時間がかかり、いざというときにも使

えるものではなかった。そこで始めた会費制

サービスだが、福祉なのにお金を取るのかと

いう今では信じがたい批判もあった。しかし、

自己都合で自由に必要な時に使えるというし

くみは、施される福祉から選びとる福祉への

転換であり、会員が増え満足度が高かった。

このレスパイトケアの発想は、通園施設での

「お泊まり保育」の経験が出発点となってい

た。親にとって一晩を育児から解放されて、リ

フレッシュする機会としてとても評判が良かっ

たのである。

全国的にこの種のサービスを提供する団

体が出来はじめていた時期で、そのニーズの

高さからレスパイトサービスはその後県内外

で一気に広がっていった。そして、埼玉県では

「生活サポート事業」として補助事業となり、利

用料が一部補助されることになったのであ

る。

レスパイトケアは当初、親のリフレッシュとい

う意味合いが強かったが、このサービスを利

用した障害をもつ本人が、外出や遊戯、食事

を楽しんでいることが見て取れた。そして本

人こそが生活を楽しむようにサポートしなけ

ればならないと捉えられるようになった。

2000年頃、ファミリーサポートセンター昴に

レクリエーションクラブを併設したのもそうし

た流れがあってのことである。さまざまな企画

がありヘルパー同伴での参加を募るというも

のだったが、その後、参加者個々の興味が相

当違うなかで集合的な企画を成立させること

が難かしいことがあり、この種の取り組みは中

断している。ただし、特色ある活動の場は望ま

れるところであり、創意工夫や社会資源開拓

は今後の課題である。

なお、個別介助にあたる領域はその後、ホ

ームヘルパーによるサービス（居宅介護や行

動援護など）に発展した。また、宿泊を伴う内

容は2005年に開設した単独型の短期入所事

業所「すばる」へと発展している。

5. 療育センター構想の撤回

法人設立から間もなく、療育センター構想

は撤回された。通園療育を推進することで保

育園、幼稚園からの障害児童の排除を助長

する構造への気づき、サービスそのものを必

要な場で提供することの方が本来的だとの

気づきのためであった。

ここに至り、療育センターの開設からハロー

キッズの解体へと目標が180度転換した。佐

藤進理事長の表明は職員集団にとっては驚

きであった。さまざまな意見があり葛藤が生じ

た。何も無くすことはないのではないか、との

意見はその後も常に潜在していた。しかし、場

所ではなくサービスそのものが重要だと繰り

返し語られたその道理は説得的であった。
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6. デイセンターウィズ

次に、重度障害の方が通所する場の開設

に取り組み、1995年8月、嵐山町にオープンし

た。デイセンターウィズである。現在、社会福

祉法人久美愛園理事長の内田富士夫氏が開

設準備室を経て施設長として就任した。氏は

かつて通園児童の親の立場でもあった経緯

があり、障害福祉にも携わってきていた。

まず、一般の通所施設が「訓練」の場だと

位置づけられていることに対して、デイセンタ

ーウィズは活動を楽しむこと、選べることをコ

ンセプトにした。日々の活動をその都度選べ

るようにしたり、昼食をメニューから選べるよ

うにしたりした。

また、レクリエーション的活動以外にも、公

園清掃を行政から請け負いグループで作業

にあたり工賃を得るなど後の就労支援の諸

事業につながる活動も行っていた。現在、埼

玉県障害者雇用総合サポートセンターの河崎

誠司氏は、デイセンターウィズ開設と初期の

運営に従事し、こうした就労支援につながる

活動を展開させていった。そして、2001年の

東松山市障害者就労支援センター開設に携

わり、2003年にはそれがNPO法人東松山障

害者就労支援センターZACとなり、この地で

の初の就労支援機関を運営するために昴か

ら移籍していったのである。

デイセンターウィズの楽しむ活動はさまざま

な試みを経て、その一つとして、表現創作活

動の工房「まちこうばGroovin'（グルーヴィ

ン）」へとつながっている。

7. 比企障害者生活支援センター

レスパイトケアを中心とした生活支援はそ

の意義が誰の目にも明らかになっていた。社

会福祉法人昴は、1997年、当時の「障害者プ

ラン－ノーマライゼーション7ヵ年戦略」により

創設された市町村障害者生活支援事業を比

企保健福祉圏域10市町村から受託し、相談

活動や介護サービスを開始した。障害福祉に

生活支援が公的に位置づけられた端緒であ

る。この事業をさらに地域共有のしくみにする

ために、1999年には東松山市社会福祉協議

会が新設した「ケアサポートいわはな」にこれ

を引き継いだ。

8. 診療所ハロークリニック

医療サービスは障害をもつ人々の育ちと

成長にとって重要な役割を果たしている。し

かし、大学病院を始め遠方の専門病院でない

と必要な医療が受けられないということが多

い。安心して地域で暮らしていけるようにする

ためにも医療サービスの提供は欠かせず、当

初から診療所開設は計画にあった。ハローキ

ッズの嘱託医の小出博義医師は法人開設当

初より医療相談を定期的に行い、それをハロ

ークリニックと称していた。佐藤進理事長は小

出医師との話し合いを重ねながら、診療所院

長就任を要請し、建設計画の具体化を粘り強

く進め、ついに1998年に開設の時を迎えた。

医師は小出博義院長1名で、1日数十人の

診療実績から始まり、院長も初期は昼休みに

徒歩で当時のハローキッズ、現在のアドヴァン

スまで散歩をするほどのどかな診療所の日

常であった。また、リハビリテーション機能を持

たせ、スタート時には理学療法士、言語聴覚

士、臨床心理士がサービス提供を開始した。

その後、こども発達センター・ハローキッズが

担っていた発達相談活動を徐々にハロークリ

ニックに移行させていった。ハローキッズから

地域サービスを担う発達相談室を移し、後に

相談支援室として改称した。

院長は埼玉医科大学勤務の時代から発達

面を診る医師という広範な地域関係者の認

知があり、そのつながりで、ハロークリニックに

は保健センター、幼稚園、保育所、学校など

から情報を得て来院される方が多かった。ま

たその人柄にも信頼があり、年々来院者が増

えていった。徐々に非常勤医師にも診療担当

を依頼し、増やしていった。
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ハロークリニック開設 機関誌すばる第48号（1998年）
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Ⅲ. 2000年頃からの10年 ～制度の展開と連動した拡充期～

1. 地域行政とのコラボレーションと新制度を

ふまえた事業拡張の時期

2000年からの10年間は、こうした状況の

下、サービス提供事業所を拡充し多くのニー

ズに応えようとしていた。と同時に、マンパワ

ーの拡充を図ろうとしていた時期である。そ

して、何よりも、ハローキッズの解体という大き

な課題に取り組んだ。

2. 東松山市との協働

2000年の10周年の段階では設立当初計

画していた基本的な事業は出そろっていた。

それは、ノーマライゼーション理念の具体化を

目指した展開だったが、わが国の障害福祉制

度もそれを追うように進んできたといっても

過言ではない。行政にも新たな潮流が生ま

れ、1994年以降16年間の東松山市市長主導

の「ノーマライゼーションのまちづくり」、「生活

重視・福祉優先」の施策が昴の事業展開と大

いにかみ合うことになった。東松山市の障害

者計画である1998年策定の市民福祉プラン

ひがしまつやま（第1次）以来、そのプラン策定

にも法人関係者が策定委員会委員として参

与しており、ノーマライゼーションとインクルー

ジョンの地域づくりに影響を与えている。

3. 社会福祉基礎構造改革と支援費制度

20世紀末に行われた社会福祉基礎構造

改革の議論により、行政処分としての措置制

度＝慈善的施しから、自ら選択する契約制度

へと変革が目指されようとしていた。利用者

主体や自己決定の理念を元に変革が図られ

ようとしていた。そして、高齢者介護の介護保

険制度に続き、障害福祉でも2003年に支援

費制度という契約制度がスタートした。つま

り、サービスを自ら選択し、利用者とサービス

を提供する施設・事業者とが対等の関係に立

って、契約に基づき利用するとするものであっ

た。これは昴が目指していたものと全く同じ方

向性であった。

4. 介護人材の確保に向けた動き

いっぽう、この時期の時代的な背景として

は、バブル経済崩壊後の不況の長期化にあっ

て、どの業種も新卒採用が抑えられ、正規雇

用が減少し、パートタイム労働者の比率が上

昇していた。昴においても新卒者の正規職員

採用が抑えられ、非常勤、パートタイム労働者

の雇用が中心となり、福祉や医療を専門的に

学んだ者の比率は下がり、他業種からの転職

者が増えた時期でもあった。

法人としてはホームヘルパーの養成にも力

を入れ、かつパートタイムのホームヘルパー

を広く募っていた。2001年から訪問介護員養

成研修2級課程を実施して、法人職員や外部

講師が分担して講師を担当していた。

5. グループホームの拡充

居住の場の支援では、従来からのピアハイ

ムに加えて、1999年に生活ホーム「すまいる」

を立ち上げた。その後、小川町と協力して20

02年、ユニコーポおがわを開設した。同時

に、小川町在住の障害をもつ方々に対応する

ためにファミリーサポートセンター昴の支所で

ある「アット」を併設した。そして、2004年には

玉川村（現在のときがわ町）にグループホー

ム「カルテット」を開設した。この時期、入所施

設に代わる家族介護に頼らない生活の場の

拡充を図っていったのである。

6. ハローキッズの解体

法人設立初期からの目標がハローキッズ＝

障害幼児通園施設の解体である。1990年代

はじめ、「集団生活になじまない」とされた重
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度障害の幼児はほとんどが保育所や幼稚園

から排除されていた。そこで、地域に職員が

出向き、乳幼児健診後の親子教室や個別相

談で町の関係者と共に一人ひとりのフォロー

を続け、続いて保育所、幼稚園の巡回支援に

も携わることで入園したフォロー児童を後方

支援するスタイルを確立した。また、ハローキ

ッズの通園児童に関しては交流保育などを通

じて相互に知り合い、関わりに慣れることを推

進し、入園受け入れを促した。これらにより、

障害をもつ児童を巡り関係者相互に絆がで

き、児童とのコミュニケーションが進展し絆が

深まり、保育者も徐々に自信を持って関わる

ようになった。

こうした取り組みにより、また障害児保育が

一般的になるに従い、保育所、幼稚園の入園

は当たり前のものとなり、2000年代初めには

ハローキッズの通園は定員割れするようにな

っていった。最後に残ったのは重症心身障害

の児童であったが、これについても、ハローキ

ッズの取り組みをふまえ、東松山市が保育所

への看護師配置を行うようになり、実際に重

症心身障害幼児が入所するようになった。地

域の受け入れ体制が整ったことを見届けて、

2004年、措置通園部分を廃止したうえでフォ

ローのために児童デイサービスに切り替えつ

つ、これも2010年に完全に閉鎖した。

当時、措置通園の廃止に向けた県児童相

談所への説明、協議では第一種社会福祉事

業を廃止することは無責任であるとの批判を

受けた。ハローキッズは児童相談所の「措置」

という行政処分により利用することが許され

る制度であり、この通園は社会福祉法で生命

にかかわる社会福祉事業としての第一種社

会福祉事業に位置づけられていた。しかし、

措置制度による通園が当事者が望むものや

サービス内容ではなく一律の処分であり児童

にとって硬直化しすぎたものであるし、そもそ

も地域での育ちを阻害するものであるとして

取り組んできたわけである。したがって、社会

福祉法人昴30年の歴史の中で、これほど的

外れな批判（非難？）は他には無い。

いずれにせよこれで、設立当初のこども発

達センター・ハローキッズの機構図のうち、通

園部分は保育所、幼稚園に「地域移行」した

ことになる。そして、発達相談室の「教室」は

地域の保健事業のなかの「親子教室」に移行

した。また、「外来相談・訓練」部分はハローク

リニックのリハビリテーションという診療所に移

行した。このようにして、ハローキッズの解体

は完成し、発展的に解消したわけである。療

育センターの中でさまざまなサービスを集中

して提供するのではなく、地域の中でさまざま

な関係者がその児童の本来の生活や学びの

場で必要なサービスを提供する姿である。

7. 親の会からの事業引き継ぎ

高校卒業後の障害をもつ人々は、就労が

叶わない場合や就労しても職場になじめず退

職した場合に、その受け皿として有志の親や

教員その他が独自に作業所（共同作業所、小

規模作業所、福祉作業所）と呼ばれる場を作

って、請負作業などを通じて日中の活動を提

供するということが多かった。これは法定のサ

ービスではなく、運営基盤は脆弱なものであっ

た。そして、立ち上げ当初は比較的若かった

親たちの集団も、運営は負担となっていく。加

えて、支援費制度を抜本的に改変して作られ

た2006年10月からの障害者自立支援法で

は、さまざまなサービスが法的に位置づけら

れ、従来の作業所は法定サービスのいずれか

への移行が促された。

このような状況の中で、昴に対して、親たち

が運営していた複数の団体から、施設運営の

援助や事業引き継ぎの依頼があった。昴のコ

ンセプトへの共感や、かつて通園施設で支援

していたことが昴に打診があったきっかけで

あった。

まず、要請に応じて2005年から、旧岡部

町、現深谷市の地域福祉会チボリへ人材派遣
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を開始した。そして、2006年より知的障害者

通所更生施設ワークショップ・チボリとして、生

活ホームとまり木も含めて運営を引き継い

だ。その後チボリは制度変更に伴い生活介護

の事業所となり、また、2009年からは多機能

型事業所として生活介護と就労継続支援B型

の事業所となった。当初よりベーカリーを特色

としていて、店舗も新築し、近隣の方々に親し

まれている。

2006年には東松山市内で運営されていた

地域デイケア松の実の運営を引き継ぎ、当初

デイセンターウィズの分場とした。 翌、2007

年には新制度に基づく生活介護の事業所とし

た。

2007年には地域デイケア・アドヴァンスを

「和の会」より引き継ぎ、運営を開始した。

これにより、法人内の通所事業所はデイセ

ンターウィズ（2007年より多機能型事業所）を

含め4事業所体制となった。

8. 相談支援の展開

2006年10月、障害者自立支援法の新制度

に伴い、相談支援＝ケアマネジメントが制度

化された。本人が望む生活のために、適切に

サービスや社会資源につなげ、本人本位に

サービスをコーディネイトすることであり、地域

生活をサポートする要になる。介護保険の居

宅介護支援と同様に重要である。昴では当

初、ハロークリニック相談支援室およびファミリ

ーサポートセンター昴にて指定相談支援事業

を開始すると共に、比企保健福祉圏域市町

村より委託相談支援事業を受託した。

そして、2007年より委託相談支援事業所

を分担する3法人で東松山市自立支援協議

会へ事務局として参画し、地域課題の解決に

向けて現在に至るまで積極的に役割を果た

している。

《～すばるセミナーの歴史～》

昴はイベントを手がかりに市民や全

国の関係者との連携を図り、地域福祉

の推進を図ってきた。設立当初からコン

サートなどの文化イベントや、ビデオ上

映会などの企画もさかんに行った。

なかでも「すばるセミナー」は、はじめ

は「すばる福祉セミナー」と称し、その時

から現在までに20回の実施を数えてい

る。そこでは、福祉や社会的課題に関

する話題を取り上げてきた。

最近では、2014年に、常時介護を要

する障害者の支援体制に関する研究

事業報告および元宮城県知事浅野史

郎氏の講演、2016年に、障害者総合支

援法の見直しに関わる研究事業報告お

よび毎日新聞論説委員野沢和弘氏に

よる意思決定支援に関する講演、2018

年に、成年後見制度に関する研究事業

報告および弁護士川人博氏による過労

死問題に関する講演、を行っている。

なお、昴設立10周年の際は、当時の

浅野宮城県知事、坂本東松山市長や牛

窪川越市議などさまざまな方々をお招

きして、「あなたらしさが福祉を変える・・

・改めて『利用者主体』を問う」というテ

ーマで実施し、2011年の東日本大震災

の年には原子力発電所の問題を取り上

げたセミナーを開催するなど、内容は

その時々で多彩である。

さまざまな社会的課題と関連させな

がら福祉や医療の展開を考えていくと

ころに、昴の発想の特色があると言えよ

う。 （次ページ参照）
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すばるセミナーの歴史に触れた2018年の昴内部報
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1. ここ10年の展望

ここ10年は障害者総合支援法になり新た

なサービスも登場し、実際にさまざまな事業

所が地域に増えた。しかし、それは就労継続

支援や就労移行支援および児童の放課後等

デイサービスなどに偏っている。居宅介護や

行動障害に対応する個別支援である行動援

護などは事業所が増えたとは言え、行動面な

どで大きな配慮が必要ということになると、担

える事業所や人材は少ない。通所事業所も行

動障害があると、とたんに利用継続が困難と

なり日中の支援が立ちゆかなくなることがあ

る。こうした状況には、地域的な課題および事

業所の課題のいずれか、あるいはいずれもが

関わっており複雑である。制度や社会資源が

整いつつあるなかでかえって困難になってい

る、あるいは、にもかかわらず困難さが依然続

いている点について、格闘してきたのがこの1

0年である。

2. 組織の拡大と人材育成のしくみ化

法人設立時に20数人の職員数から出発し

た社会福祉法人昴は現在では200人を越え

る職員規模になっている。新卒採用職員には

事業所単位でOJTを行い育成を図ってきた

が、法人全体で統一した研修を行い、業務へ

の心がまえを持たせ、法人のミッションを伝

え、必要な知識を伝えることが必要という認

識の元、4月入職後、数ヶ月にわたって座学と

実習を行うプログラムを開始した。

また、採用活動は一時期、新卒者採用をか

なり限定していたが法人全体での一括採用

の形で、この10年は定期採用を行っている。

また有期契約フルタイムやパートタイム労働

者から積極的に正規職員化を図り、人材に厚

みを持たせるように努めてきた。

3. グループホームの整備拡充

ケア度が高い方が地域で暮らせるようにな

ってはじめて法人設立時のやさしい街づくりが

完結する。2011年、法人の諸事業でさまざま

な形で支援を続けてきた成人となった方たち

と協力してスタートさせたのが、医療的ケアに

対応したグループホームである「ケアホーム

みらい」である。当初、法人内の看護師を中

心に夜間のケア体制をつくり、2012年に喀痰

吸引研修制度ができてからは、介護職も含め

てケア体制を構築した。個々に訪問看護や訪

問介護のプランがあり、法人内外のさまざま

な関係者が関わり生活を成り立たせている。

日中は各自の通所先に出かけていくスタイル

である。

みらいでは、意思決定支援を東松山市地

域自立支援協議会と協力しながら進めてき

た。どのように意思を確認して楽しみをみつ

けていくかについて、さまざまな関係者が関

わりながら体調や表情などからサインを読み

取り推測していくというモデルで模索を続け

ている。

また、地域で生活することの具体化として

自治会の小学生下校見守り活動に参加して

おり、自治会メンバーや小学生とのふれあい

が続いている。

グループホームに関しては、要望の高まり

に応じて、この10年でさらなる拡充を図った。

2012年にショートステイ併設型グループホー

ムのケアホーム「あすく」を開設し、2016年に

すまいるの定員変更の形でアパート型グルー

プホーム「スカイハイ」を開設し、2017年にす

まいるの定員変更という形でグループホーム

「ソキウス」を開設した。

ユニコーポ小川は2015年にアパート型グ

ループホームに移行したうえで、さらに2018

年に再び小川町の社会資源として緊急時対

応のための部屋を確保しつつ、ショートステイ

併設型のグループホームとして移転した。
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また、深谷地区では2018年に「とまり木」の

定員変更という形でグループホーム「カンパ

ーニュ」を新設した。

4. Rice on Rice 就労支援の多様な試み

2010年アドヴァンスは多機能型事業所とな

り、東松山市松葉町にRICE ON RICEをオー

プンさせた。レストラン形態の就労継続支援B

型の事業である。シェフが料理をつくり、就労

に向けた経験のために障害をもつ利用者が

オーダー聞き取りなど店舗運営のさまざまな

役割を担い、支援スタッフがサポートするとい

うものである。コンセプトに合わせて改装した

おしゃれな店舗とした。

ここでは、弁当販売やスペース貸し出しを

はじめ、さまざまなことを試みており、地域の

方々にも利用していただいていて街になじん

でいる。深谷のチボリと共に街中の店舗型の

就労支援の場として、昴のコンセプトを象徴し

た存在になっている。

就労支援については、各通所事業所にも

仕事の体験を望んでいる方々がいるが、事業

所ごとでは動きが取りづらくニーズに応えら

れない。そこで、各事業所から参加者を募り

グループとして企業に出向き作業を請け負う

試みを始めている。これを「街中社中」と呼ん

でいる。

このような取り組みを通じて就労の実績が

出始めている。

なお、ファミリーサポートセンター昴もこのRi

ce on Riceの隣接地に移転してホームヘルパ

ーの派遣を行っている。

5. ハロークリニックの機能拡充

ハロークリニックは1年あたりの延べ患者数

が2005年度には年間20,000人を突破し、1

日の平均患者数は70人を越えていた。開設1

0周年の2008年度時点で年間21,000人を越

え、20周年の2018年度時点で年間26,000

人を越え、1日の平均患者数は91人を越えて

いる。この間一貫して発達に関する内容の診

療が中心であり、そうした新患は乳幼児が半

数近くであり、小学生、中学生と減少する。た

だし、一度来院すると、その後長く利用する傾

向があり、1日当たりの受診者の年齢内訳は乳

幼児から成人までまんべんなく幅が広い。ま

た、発達の支援が大部分を占め、必ずしも医

療の範囲ではない多様なニーズも持ち込ま

れる。そこで、アセスメントやリハビリテーショ

ン、その後の学びや生活の場での関わりや支

援につないでいく活動が重要となっている。

こうした患者数の増加やニーズに対応す

るために、2013年に、手狭になったハロークリ

ニックの増築、改築を行い、施設を一新し、診

療およびリハビリテーションのスペースを拡充

した。また、新たに新井克己医師が加わり診

療体制が広がった。

なお、2000年代はじめにはリハビリテーショ

ンは理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、

臨床心理士の4職種となり、2005年には各職

種毎に2人体制以上となり体制を充実させて

いった。

こども発達センターから引き継いだ「地域

サービス」は、ハロークリニックに併設した福

祉部門であるハロークリニック相談支援室が

担っているが、いったん2008年度の24市町

村29事業の委託契約がピークとなった。各地

域毎に支援のしくみが整ってきたことで地域

の事業所や人材に引き継げるようになり、現

在では比企保健福祉圏域を中心に近隣の市

町村に集約されつつある。実際、2018年度に

は14市町村の19事業の委託契約になった。委

託契約金額ベースで多いときから2/3ほどで

ある。

ハロークリニック相談支援室では2015年、

新たに児童福祉法で位置づけられた「保育

所等訪問」の事業指定を受け、サービスを開

始した。外見は従来からの巡回型支援と類似

しているが、ご本人が自ら選択して利用する、

支援プランに基づく個別給付という点で全く
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新しいサービスである。18歳までを対象に保

育所、幼稚園、学校、放課後児童クラブなど

集団生活の場に出向き、その場のスタッフを

後方支援したり時には直接的な支援を行う。

2020年12月現在で16件の利用契約を結ん

でいて、月に8回程度訪問を行っている。この

ような新たな制度も含めて、生活や学びの場

を支えるために、本人本位に、関係機関との

連携協働を元にバックにある診療所の医療機

能を生かしながら活動を続けている。

6. 西部・比企地域支援センターと地域共生

プラザいんくる堂

障害者自立支援法は2013年施行の障害

者総合支援法に引き継がれ、本人本位のニ

ーズの把握と調整および地域課題の解決に

向けて、相談支援の役割がますます重要にな

ることは必然であった。そこで2012年、東松

山市高坂に相談支援を担う独立した事業所

として西部・比企地域支援センターを開設し

た。委託相談や計画相談を担う職員体制を

拡充し組織を整えた。

このセンターを置いた事務所は、かなり広

く、部屋数も多く、広いスペースも確保でき、さ

まざまな活動を行うことができる可能性を秘

めていた。そこで、「地域共生プラザいんくる

堂」と名づけ、活動団体にスペースを貸し出

すと共に、近隣地域の方々にもスペースを貸

し出すこととした。

地域の子どもたちに向けたイベントを行っ

たり、地域のサークルに活動スペースを貸し

出したり、子育てサロンを開催するなど、開放

的な場として運営している。また、広いスペー

スを活用して法人内のアドヴァンスの活動を

実施する日を週1日ほどつくっている。

閉じた場ではなく、開放的な場をつくって、

さまざまな人をつないでいくことは昴らしさの

体現である。

7. 相談支援センターYeast（イースト）

深谷地区ではチボリでのサービス提供の

実績を元に支援ネットワークを構築していこう

としていた。その際、やはり相談支援の機能は

欠かせないと考えられた。そこで、2012年に

ワークショップ・チボリ隣接地に相談支援セン

ターYeast（イースト）を開設し、計画相談を

担い始めた。

翌2013年には埼玉県への事業提案の結

果、大里地区の障害児等療育支援事業を受

託することになった。特に深谷地区に重点を

置いて児童からの支援のしくみづくりに参画し

始めた。保育所や幼稚園への巡回訪問を行

ってニーズの把握に努め、地域自立支援協

議会や保育者の集まりなどに積極的に参加し

て信頼関係を構築し、依頼に応じて相談や助

言を行い効果を上げている。また、隣接する

埼玉工業大学の人間社会学部の存在に着目

し、学生の教育に貢献しながら、学生の力を

生かしてもらうギブアンドテイクが可能となる

ように関係づくりを試みた。

ここ数年、法人事業所への実習受け入れ

を行ったり、大学院生を学生アルバイトとして

雇用し、不登校児童家庭への派遣支援活動

をコーディネイトするようになっている。

さらに、医療的ケアの必要な障害をもつ児

童の地域支援をテーマとして取り組み、相談

活動で出会ったケア必要幼児が保育室で受

け止められる実績をつくった。保育室をサポ

ートして、喀痰吸引研修の受講につなげたの

である。その後、この取り組みが市の関係者

に肯定的な影響を与え、公立保育所でその

幼児が受け入れられるに至った。

8. アート活動

デイセンターウィズでの創作活動から生ま

れた作品は、その魅力から評価を受け、様々

なところで作品の展示や商品化などがされて

発展していった。そこで、作品の商品化を通じ

作者が収入を得ることを促進し、作品の著作

権の管理をするために、関係者でNPO法人か



*1 ここに言う「専門性」とは、特定領域に閉じこもったもののことではなく、教養を持ち、普遍的に通用する一定

の知識と技術の水準を身につけ、連携協働を心がける開かれた専門性のことである。
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うんと5を立ち上げた。また、アトリエ、ギャラリ

ーの役割を持つ「まちこうばgroovin」をオ

ープンさせ、表現活動のさらなる充実を図っ

ている。ここは、様々な企画を通じ地域の方

々との交流の場にもなっている。2019年から

は埼玉県障害者芸術文化活動普及支援事業

の採択を受け、障害のある人たちの芸術活動

を支援するセンターART(s)さいほくを立ち上

げた。埼玉県北部をエリアに街の文化資源を

活用した作品展や、相談支援を通じた作品の

発掘、作者への支援を特色とした事業を展開

している。

9. アソシエ

2010年代後半は、上記のアート活動を含め

て職員の得意領域を生かし、障害福祉の枠

組みにとらわれない同好的なつながりをベー

スにした活動も進めた。特に、職員のソフトボ

ール技能を生かした、障害者女子ソフトボー

ルチーム「武蔵野プリティープリンセス」の結

成と活動が目立っている。

Ⅴ. 昴の今後を展望して

30年間事業を拡大し、サービスの質的向

上を目指してきた昴は、利用される方の人数

も職員規模も大幅に拡大した。いっぽうでは、

福祉人材の確保が難しくなっている状況もあ

る。そこで、新たな事業運営の方法へと組織

変革を図る時機に来ている。人材確保のため

のルートの開拓から職階制度や研修システム

の整理、キャリアパスの明示など、さまざまな

組織運営の方法を更新していかなければな

らない。

しかし、今後の展開を図る上で最も重要な

ことは、ここまで見てきた事業展開の歴史を

ふまえれば、つまるところ、一人ひとりとの絆

であり、情であり、幸せを願う姿勢の保持であ

る。これがあってこそ、ノーマライゼーションの

実現を事業のなかで取り組むことができた。

そして、これを失っては、ただの事業のための

事業、ただ継続するために継続するという状

況に陥る。

そして、一人ひとりが地域での暮らしを楽し

めているかにこだわり、その実現に向けて事

業展開上の課題解決を進めているかが、昴と

してのミッションが先に進んでいるかの指標と

なる。

30年前とは違い、法定サービスがかなり整

った現在にあっては、新たなサービスを創り

出すというよりも、お仕着せのものではない一

人ひとりにオーダーメイドのサービスを確実に

提供できるようにする事業展開方法、連携協

働体制、職員の専門性
*1
確保がテーマになっ

ていくだろう。

昴の「星の時間」の物語が継続するかどう

かは、サービスを利用する一人ひとりと向き

合い続け、その人らしい生活の実現にこだわ

り続け、その前進のための連携協働や制度変

革促進に向かい続けられるかにかかってい

る。
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特別寄稿

昴設立の頃をふり返って

・・・見果てぬ夢の中で・・・

社会福祉法人昴創設時理事長／埼玉県立大学名誉教授 佐藤進

Ⅰ. はじめに

1990年3月、埼玉県庁から社会福祉法人

昴の設立を認可する旨の連絡を受け取った。

おりしも前年に改正された福祉関連八法の施

行を迎えようとしていた時であった。老人、児

童、障害者等の福祉に関連する八つの法律

が一斉に改正され「国民が健康で生きがいを

持ち安心して生涯を過ごせるような明るい活

力のある長寿・福祉社会をつくりあげていくこ

とは、我が国の当面する最大の課題となって

いる。」(厚生事務次官通知)という趣旨の下

に、在宅福祉サービスの法的位置づけが明

確になり地域福祉をすすめる道がようやく拓

かれようとしていた。そして、この潮流はその

後の10年を経て「社会福祉基礎構造改革」と

呼ばれる「地域での生活を総合的に支援す

るための地域福祉の充実」を理念とするさら

なる関係法律の抜本的改正へとつながり、そ

の嚆矢として2000年に介護保険制度が誕生

した。やがて、2003年には障害者福祉施策に

支援費制度が導入される一方で、内閣府によ

って「障害者基本計画」が発表された。この

「計画」は「障害の有無を超え国民だれもが

相互に人格と個性を尊重し支え合う共生社

会」の実現を謳い、その後の障害者施策全般

の方向性を明示した。「共生社会」の理念は2

005年に施行された障害者自立支援法(＝今

日の障害者総合支援法)に反映され、地域福

祉の制度や方法の根底をなす思想であるば

かりでなく、今後の社会の在り方そのものを問

う視座として位置づけられるようになった。社

会福祉法人昴はまさしくこのような時の流れ

の中で生まれ歩みを進めてきた。それ故に、

決して時代に遅れてはならない、否、むしろそ

の先駆けであろうとしてきた。社会福祉法人

昴設立30周年を迎えた今、設立時の理事長

として、いささか私的な感慨を込めたあるい

はそれが過ぎる稿になることを恐れつつ、改

めて昴誕生の経緯を振り返りつつ「私たちの

原点と理想」を想い起してみたい。

Ⅱ. 昴設立前史

今はもう閉鎖したが、社会福祉法人昴設立

当初は障害児通園施設(現在は児童発達支

援センターに制度が変わった)「こども発達セ

ンターハローキッズ」を運営していた。この施

設はもともと「青い鳥学園」といい、1970年に

東松山市と周辺地域の障害をある子どもた

ちを育てる親たちが作った「手作り感」あふれ

る小さな通園施設だった。通って来る子ども

たちは主に小学校、中学校年齢に相当し、就

学前の幼児はむしろ少数であった。私は縁あ
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って学生の身分のまま1972年から働き始め

た。青い鳥学園は、今も社会福祉法人昴の本

部が置かれ日中活動支援のための通所施設

アドバンスが所在する場に置かれていた。当

時、通って来る子どもは10数名、職員も4人だ

けで園舎は一部廃材を利用した「小屋」のよ

うな建物ものだったし、水道はなく井戸水を利

用していた。それでも2台の車で園児の送迎

を行い「就学猶予」や「免除」という制度の適

用を受け学校に通えない子どもたちの受け

皿として機能していた。当然、無認可施設で

行政の補助はなく、保護者の負担や支援して

くれる人たちの寄付などによって辛うじて運

営されていた。当時の貴重な収入源だったバ

ザーや「行商」も今では懐かしい思い出でもあ

る。その一方で時代は高度経済成長の真只

中でもあり、国も自治体も右肩上がりの税収増

に恵まれるようになっていた。ようやく福祉分

野の予算も潤い始めた頃で障害福祉関係施

設が各地に次々に開設され始めた。青い鳥

学園も1974年には社会福祉法人設立に至り

園舎増築や運営に補助金が投入されるよう

になり、その下で児童福祉施設青い鳥学園と

して再出発することとなった。私自身は1975

年にいったん退職したが、78年に園長として

再び青い鳥学園で働き始めることになる。母

体法人が知的障害のある成人の入所施設を

開設したことに伴い当時の園長がそちらに異

動したため、その後任として声がかかった次

第である。

Ⅲ. 昴設立への長い道程

この時点でも、障害児通園施設青い鳥学

園は依然として学校にいけない子どもたちの

受け皿としての役割が主だったが、「養護学

校の義務化」(1979年から)を目前にしており

通園施設の役割が大きく変わろうとする時期

でもあった。教育の機会均等は憲法が保障す

るところであり、どの子にも教育を受ける権利

があるのは当然である。にもかかわらず、それ

までは子どもの「教育を受ける権利」を親に

は「就学させる義務」とするという法律の建前

によって、その義務を「免除」や「猶予」すると

いう方便で障害のある子ども多くを学校から

締め出す結果となっているというのが実態だ

った。それ故に、障害ある子どもたちの全てを

義務教育の対象とする方法の一つとして「養

護学校義務制」実施は多くの関係者とりわけ

保護者の悲願でもあった。もちろん、その当時

から、あたかも障害児を隔離するような障害

児教育の在り方には問題が多いと養護学校

義務制そのものに反対する声も少なくなかっ

た。当時の私たち(あるいは私)は、障害を理

由に学校から排除されている子どもたちの教

育を保障するために、また学校が果たすべき

教育の役割を代替するかのような幼児から1

8才近い「子ども」までが在籍するという通園

施設の不自然な在り方を解決するためにも義

務制の実施を受け入れる立場をとっていた。

こうした経過を経て、青い鳥学園も1980年に

は就学前の幼児だけを受け入れる通園施設

に変身することになった。学齢相当児が養護

学校に移っていき、その結果、園児が激減し

た青い鳥学園はとたんに重大な経営危機に

見舞われ存続さえ脅かされかねない事態を

迎えた。

そんな折に台頭してきたのが「早期発見・

早期療育」論であった。できるだけ早い時期

に障害を発見し、適切な訓練や教育を提供

すれば効果は絶大で、障害の軽減や克服に
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つながるという論理である。その場として通

園施設に期待する声も高まっていた。養護学

校義務制によって教育体制が整ったとして、

就学前からの早期対応を説く議論が盛んに

なってきたのである。早期療育はどちらかとい

えば医療サイドのシンプルな「（病気の）治療

モデル」なのだが、説得力はある。例えば、当

時は時に死病のように恐れられていた癌も早

期に診断と治療で「助かる」といわれるように

なっていた。そんな中、「早期療育論」は日々

障害のある子どもと向き合いながら、子供た

ちの成長を期待する保護者の思いにこたえ

ようと悪戦苦闘している私たちにとってもわか

りやすく魅力でさえあった。新たな役割を模索

していた青い鳥学園こそを早期療育の先進

施設に発展させようと意気込むようになるの

に時間はかからなかった。そして、それに取り

組むためにも、まず園舎の全面改築を計画し

た。先にも述べたが青い鳥学園は保護者の手

によって始められた「手作り施設」だった。認

可施設にはなったが、木造園舎を増築し継ぎ

足した建物はやはりいかにも貧しかった。ここ

は子どもたちが通ってくる場としてふさわしい

だろうか。また、保護者にも障害のある幼い子

どもの成長への期待を託す場として納得して

もらえるだろうか。先進的な早期療育の場を

求める私たちも不満だった。その後、幸運にも

補助金（競輪団体）も得ることができ、不足を

補う融資にもの目途がつき新園舎の建設に

着手できた。南側に面する建物全体を全て

床までのガラス張りにし、いかにも明るく丘の

上に立つ新園舎が81年に完成した。その頃の

私たちは、いよいよ本格的に療育に取り組もう

と意欲に燃え、新しい舞台で子どもたちの成

長や発達をめざす活気にあふれていた。

新園舎を完成させた青い鳥学園は定員も

30％増やした（30→39人）が、すぐにそれも

いっぱいとなり、入園を待機せざるをない子

どもたちが列をなすようになる。一方、すでに

地域の幼稚園や保育所に就園しているが、必

ずしも円滑に適応できないという不安をかか

えた子どもたちのフォローアップも課題だっ

た。そこで、こうした子どもたちのために、い

わゆる「正式入園（当時の制度下で「措置」と

いわれた）」の児童の他にも自主事業として、

複数の「外来教室」を開催するなど施設機能

を広げていった。さらに、職員を周辺市町村

に派遣して地域密着型の「療育教室」も開催

するようになった。こうして、青い鳥学園は障

害のある子どもの様々なニーズに対応する

療育拠点のような姿に変貌していった。

Ⅳ. 昴は「療育センター」をめざしていた

そんな状況の中で、私たちは障害のある子

どもたちの地域での育ちを支援する体制をさ

らに高めていくために「療育センター」構想の

検討を始めた。すでに北九州市では市当局

の全面的なバックアップによって障害種別に

対応した通園施設と専門病院を併設する「総

合療育センター」が設置され、横浜市も同様

に市が主導し医療機能と複数の通園施設を

統合した地域療育センターを市内に数か所

開設する構想をつくり、その第一号センター

が開設していた。しかし、これらはいずれも人

口が稠密する大都市のニーズに対応するも

ので、少なくとも私たちの地域で同様の規模

のセンターが必要であるとは考えなかった。

人口10万に満たない小都市とその周辺の町

村をサービス提供エリアとするこの地域に相
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応しい小規模ながら多機能で機動性の高い

センターをめざすべきだと考えていた。また、

既に取り組んでいた周辺市町村に療育を届

ける「出前型」のシステムがこの地域に適して

いるとも考えていた。とはいえ、埼玉県や周辺

各市町村にはこうした構想を支援しようとす

る理解も財政力も乏しく、当時属していた法人

内部でさえ、入所型の成人施設の増設を優

先し療育センター開設を事業計画に織り込む

合意を得られなかった。その一方、その後も

青い鳥学園にはさらに通園希望があふれ、こ

れに応えるために、開いていた自主事業の

「外来教室」にも、周辺市町村単位で開設し

職員を派遣していた数ヶ所の「地域療育教

室」にも参加する子どもが増え続け、定員39

人のはずの施設が実際に対応する子どもは1

00人をはるかに超える状態になっていた。

このような状況の解決のため、青い鳥学園

にとって療育センターづくりは避けて通れない

課題のように思い、所属法人から分離独立を

果たし、新たな体制の下でセンター構想の実

現を模索することを決意するに至った。しか

し、当時の（今でも）行政は民間社会福祉法人

の「経営基盤の強化」というスタンスをとり、大

規模化はありえても小規模に分割することは

ありえないとしていた上に、法人内部でも分

離に関する合意形成が容易にすすまなかっ

た。そのため、所属法人からの分離独立構想

の実現は大きな壁に阻まれ不可能にさえ思

われた。それでも、もがくようにして進んだ隘

路の先で、私たちの願いを理解し応援してく

ださる人々とも出会うことができ、その力添え

も得ながら数年を要してようやく実現の兆しが

見えてきた。私たちがセンターの開設と新た

な法人の設立に思いを馳せていたのは、この

地域の子どもたちの誰にも豊かな育ちをもた

らしたいという志だった。そこには、ほんの10

数年前まで、学校に通うことさえできずに家

に閉じこもらざるを得なかった子どもたちの

親が始めた小さな手作り施設「青い鳥学園」

以来の私たちの仕事の核心が息づいていた。

Ⅴ. 昴の出発と療育「センター」からの脱却

ようやく新・社会福祉法人の認可達成の見

通しがつき始め、それを加速するために療育

センター建設への理解と協力を訴える小冊

子を作成し各方面に配布しながら準備を本

格化させた。冊子には診療所を含む医療機

能と子どもたちに必要と思われる療育の質量

を過不足なく供給するための相談機能を併

せ持ち、加えて多様な子どもの利用に対応で

きる通園施設と地域に職員を派遣するアウト

リーチ機能などを兼ね備える構想を盛り込ん

だ。センターができればこの地域の障害のあ

る子どもたちの育ちを支援する重要拠点がで

きるはずだという志の精一杯の発露だった。

青い鳥学園と呼んでいた施設も「青い鳥こど

も発達センター」へと改称した。こうした活動

の一方で、ますます施設としての機能を「順

調」に拡げ、センターの利用を求める子どもた

ちもさらに増え続けていった。それは私たちの

仕事への評価が高まり信頼を得ている証左

だと信じさせるものでもあった。そして、この道

を突き進むことこそが療育センターを実現す

るために必要な準備だとも確信していた。

その当時、私たちの「障害があろうとも他の

子どもたちと同じように誰もが地域で暮らし育

つことを当然の風景にしたい」という志と地域

療育の拠点として通園施設を中核にしたセン
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ター設立構想には齟齬がないと考えていた。

しかしながら、青い鳥学園の施設としての評

価が高まるほど、様々なニーズを持った子ど

もがより広域から集まってくるようにもなってい

くことに戸惑いも感じつつあった。当時の児童

相談所も市町村の福祉の相談窓口も青い鳥

学園に子どもを紹介し「送り込む」ことで「一

件落着」というような空気さえあり、そのような

風潮が結果として子どもを彼ら自身が暮らす

地域から引き離してしまうことになってはいな

いかとういう疑念も生じ始めていたのだ。一

方で、旺盛に取り組み各地域に職員を派遣し

て行う「地域療育教室」は20の市町村を超え

るようになっていた。地域の教室に参加する

子どもたちは地元には相談したり通える場所

がない、あるいは遠い施設に通うには負担が

大きすぎるというそれぞれの事情を抱えてい

た。また、毎日あるいは週に1日など定期的に

通ってくる子どもたちについても、もっと身近

に通うことができて適切な保育や指導が受け

られる場所があれば、もちろん地元を選択し

ていたのではないかとも思えた。彼らは保育

園や幼稚園などに通園を拒まれていたわけ

だが、だからと言って、そのような幼いしかも

重い障害のある子どもたちに長い時間を通

園バスに揺られることを強いる結果になって

いることもフェアとはいえないという思いも募

ってきた。

そんなころ、障害をもつ子どもを育てる母

親から聞いた「この子には障害があるというこ

とを受け入れることはできるようになったけれ

ど、この子に障害があるからといって差別され

たり除け者にされることは許せない」という忘

れがたい言葉がよみがえってきた。私たちの

「療育センター構想」は独りよがりに過ぎては

いないか、療育センターをあたかも障害のあ

る子どもたちの殿堂のように錯覚してはいな

いかという思いが巡り始めたのだった。私たち

のそもそもの発想は、たとえ障害があっても

他のどの子とも同じように、育ち暮らすことを

支えたいということであった。改めて、そのこ

とに思いを致すと、青い鳥学園もまた「特別な

施設」であることは明らかで、子どもたちの地

域での当たり前の暮らしを妨げる結果を招い

てはいないかと危惧するようになった。また、

私たちがこだわってきた「療育」も先に述べた

ように早期療育が強調される中で○○療法

や○○セラピーなどの「特別な方法」の有効

性が喧伝され競い合うように流布するように

なった。どこか、子どもの当たり前の育ちを置

き去りにするような風景に違和感が強くなって

いった。

私たちは、日々の子どもたちとのかかわり

あいの中で、子どもが確実に変化し成長する

姿を見せるのは、子どもたち自身の「自発性」

や「意欲」というべきものが発揮されるときで

あると確信するようになっていた。子どもの発

達は周囲の人々との濃密な関係性に支えら

れて育まれていくものだということを学んだ

結果だった。障害はその子の一部にすぎない

「育つ力」を信じ、丸ごとの存在としての子ど

もと向き合うことこそが求められているので

はないか。それは障害の有無にかかわりなく

子どもの「育ち」の支援に共通する普遍的な

原理だと思われた。そうした思いの中で、特

別な場所で行われる特別な方法としての「療

育」はそれを行う人、それはしばしば「専門

家」と呼ばれるのだが、私たち自身を含めて

専門家といわれる人間が自己を権威化しよう

とする思い込みにすぎないと考えるようにな

った。こうして、あれほど熱中した療育センタ

ー構想の「夢」から覚めてこといくになってい

く。
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Ⅵ. ハローキッズの解体・・「良い施設」ではなく「良い地域」へ

かくして社会福祉法人昴は設立後数年を

経ずして療育センター構想と決別し、（昴の発

足時に施設名を変更していた）「こども発達セ

ンターハローキッズ」解体を宣言することにな

る。まさに180度の転換である。眼の前にいる

子どもたちに障害があるからといって、他の障

害のない子どもとどれほど違っているかをあ

げつらい特別視するのではなく、他の子とど

れほど同じように育つのかを見出そう。その

ためにも他のどの子とも変わることがない普

通の場所で普通に育つことを応援しよう、そ

して、大人になっても住み慣れた地域で暮ら

し続けられるように支援したい。そう考えた

時、私たちの目標は「良い施設」をつくること

ではなく「良い地域社会」をつくることだと思

い至った。そのためにハローキッズのような施

設を必要としないような、障害のある子にも安

心できる子育て環境を地域に創り出すことが

新たな目標となった。そして議論の果てに、ハ

ローキッズが取り組み蓄積してきた仕事のノ

ウハウとマンパワーを施設の中に独占するの

ではなく地域に広く開放しよう、その結果とし

てハローキッズがいずれかの日には役割を終

え消滅していける地域をめざそうという結論

にたどり着いたのだった。このハローキッズの

閉鎖解体をめざす宣言は同業者、関係団体

や「専門家」などからだけでなく、それまで共

に歩んできた職員や保護者からも批判や反

発を受けることもあった。しかし、当時、ある入

所型施設の関係者の口から「早期療育という

けど、結局、最後はうちのような施設が求めら

れる。」という言葉に、そんな決まりきった将来

のために、子どもたちの今と明日に向き合っ

ているわけではないと強く思った。一方で、早

期療育→特殊教育→通所作業所→入所型施

設という、いわば閉鎖的というべき回路の整

備が障害児、者施策の充実と考えるような傾

向に異議を申し立てるべきだと考えていた。

そして、社会福祉法人昴は子どもたちが地域

で暮らし育ち、やがて成人後も街に暮らし働

き生活を楽しめることを願って、改めて将来

計画を練り直すことでそれらの批判に答え

た。障害のある子どもも人もその家族も安心し

て地域の暮らしを選択し継続できるように、あ

るいはそのような選択に耐えられる社会資源

の開発によって地域社会を変えていく活動を

進めるための計画である。

昴が設立30周年を迎えた今日、計画した

事業にも進展があった。子どものリハビリ機能

を充実させた診療所ハロークリニックも開設2

0年を過ぎたし、ハローキッズのノウハウとマン

パワーの地域開放によって、遂には「施設解

体」も実現できた。一方、全国に先駆けて始

めた「レスパイトサービス」は障害者の地域生

活支援に向けた制度改正を牽引するインパ

クトの一つになった。今では働く場としての通

所施設や住まいの場としてグループホームも

多数運営するようになった。しかし、それでも

その質や量は理想とは言えない。それどころ

か、昴の設立当初に思いを込めた「人も街も

もっと優しく。暮らしをわけあう街づくり」という

スローガンに逆行するような景色が社会を覆

う中で停滞すら感じる。児童発達支援センタ

ーと名を変えた子どもの通園施設は全国的

に増え続け、同様に特別支援学校も学校数

や生徒を増やしている。また、いわゆる通常

の学童保育へ障害のある子を受け入れる方

策を放棄し、「放課後デイサービス」事業の制

度化によって子どもを囲い込み、全国1万ケ所

近くに激増している。このように障害のある子
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どもたちとその育ちを地域社会から分離して

すすめる施策の横行は共生社会の掛け声が

むなしく響く不寛容な社会を加速するものでし

かない。近年ますます深刻さを増す社会保障

体制全般の持続可能性への不安に対しても

策が講じられることもなく放置されがちであ

る。そんな今日であればこそ、昴を設立した

当時の「決して時代に遅れてはならない、時

代の魁となろう」という志を再びかみしめ、「あ

るべき福祉あるべき社会」のために挑戦を続

けなければならないと切に願って稿を終え

る。

昴機関誌きっど＆きっず再掲 浅野史郎氏（当時宮城県知事）執筆の連載初回（1995年）
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証言 昴と地域の30年

こども発達センターハローキッズの発展的解体と社会福祉法人昴の開拓者精神

社会福祉法人昴元職員／埼玉県立大学准教授 森正樹

昴の若手職員の皆さんにとっては、「マジ

でチョー昔」かもしれない。今でこそ、昴は多く

の事業所を運営しているが、最初の一歩は1

箇所の通園施設でのスタートであった（1990年）。

障害のある就学前児童に療育サービスを提

供する「こども発達センターハローキッズ」で

ある（以下、ハローキッズ）。かく言う私は、法人

設立後初の新卒採用のひとりで、常勤と非常

勤を合わせて約20年奉職した（1991年～2014年）。

この間は変革期であり、ハローキッズは自

らを発展的に解体し、通園施設の看板を下ろ

す決断をした（2004年）。一方で、こども達の育ち

を「地域の身近な場」で支えるべく、地域療育

の可能性を探求してきた。本稿では、法人昴

OBのひとりとしてこの変革期を振り返り、昴の

未来に受け継いでほしい開拓者精神につい

て考えたい。

（注）以下本稿で、施設利用児童の保護者や、諸機関

の関係者の言動として紹介するものは、実在する特定個

人や特定機関のエピソードをそのまま記載したものでは

ない。多くの同様の、あるいは類似した出来事を集約し、

加工･修正したもので、個人を特定しうる情報ではない。

1. とことん考え、語り合うことで得たもの

解体前のハローキッズを思い出してみた。

とにかく、沢山語り合った記憶がある。会議は

勿論、こども達の療育方針を協議する「育ち

の記録検討会」や「実践レポート」など、毎回、

白熱した議論が展開した。良い意味で緊張感

に満ちた空気があった。

ここでは、療育実践を言語化することが重

視された。「なぜそう思う？」「どうしてこの取

組？」といった類の質問が飛んでくる。療育実

践の意味や根拠を説明できる技量が求めら

れた。これに応えるのに、私を含め、当時の若

手は努力を要した。しかしその努力は、ハロー

キッズが通園療育から地域療育に軸足を移し

た後も、決して無駄にはならなかったのだ。と

いうのも、幼稚園や保育園への巡回相談で

は、保育者との対話を通じて“今行なわれて

いる”保育実践の大切な意味を読み解き、可

能性を見出す観点が必要となる。ここで、あ

の「育ちの記録検討会」で、かつて“鍛錬”さ

れた、実践の言語化スキルが大いに役立った

ものだ。

また、こんな会議では、“予定調和的”な結

論を許さない雰囲気があった。例えば、「～だ

からしかたがない」「～なので難しい」と軽率

に言おうものなら、「本当にそれでいいの

か！」と詰問された。現状を無批判に追認し

たり、施設や職員側の都合を、“これもこども

達のため”とすり替える詭弁は、決して良しと

はされなかった。さらには、私達が本当にやり

たいこと、やるべきは何か？」と、自らの志に

立ち返って考えたものだ。そして、こうした、

（良い意味で）ストイックで自己批判的な議論

は、ハローキッズの通園施設としての存在意

義にも及んだ。（詳細は後述）
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2. 自由で創造的な発想から生まれたもの

草創期のハローキッズの、こんなエピソード

を紹介すると、当時の職場がピリピリしたもの

に思えるかもしれない。それは違う。一定の緊

張感を持ちつつも、家庭的でユーモアに満ち

た空気があった。療育実践も自由かつ創造的

であった。少なくとも、「やらせて下さい」と提

案して、上司から「前例がない」と却下された

ことは無かった。むしろ、「面白いから、やって

みろ！」だった。

また、こうした療育実践の担い手は個性的

な面々だった。今、思い起こせば、色んな顔が

浮かんでくる。ギターやピアノ、ウクレレの名

手、画用紙工作の名人、裁縫や編み物の達人

･･･、私は幼少期からプラモデルで鍛えたス

キルを活かし、こどもが操作できる電気玩具

を作った。“かぶり物”製作が第二の「専門分

野」となった。

こんなエピソードもあった。ある日、運動会

の準備で、私は段ボールで実物大のコントラ

バスの模型を製作していた。通りかかった佐

藤進理事長に、「これ“かぶり物”に仕上げま

すから、入って下さい」と頼んだところ、ご快

諾頂いた。運動会当日はコントラバスになっ

て、“♪ブンブンブーン”と、ご満悦で岩鼻運

動公園を闊歩されていた。こども達は大喜

び。蛇足ではあるが、それから十数年後、私

は、埼玉県立大学学長の職にあった佐藤進

教授のもとで働くこととなった。厳粛な大学祝

典で、大講堂に登壇し、神妙な面持ちで訓示

をする学長に、どうしても、あの日のコントラバ

スが重なって見えた。いずれが真の姿か？昴

の諸氏は、きっとお分かりであろう。

話をもとに戻す。当時、通園療育を提供す

る“同業他社”では、「〇〇〇法」「△△プログ

ラム」など、特定の療育理論を看板に掲げる

ところもあった。だがハローキッズは、これとは

一線を画していた。こどもの生活の中で発達

の可能性を探り、実践を創造する。いわば“手

づくりの療育実践”だった。そこで重視したの

が“遊び”である。私達は、こども達の遊びを

豊かにすること、遊びを通じて発達を援助す

ることを、療育のテーマとしていた。

そして、この「生活と遊びの中で創造する」

発想は、ハローキッズ解体後の地域療育にも

通じる点があった。というのも、幼稚園や保育

園への巡回相談では、既存の療育理論やプ

ログラムを、機械的･一方的に押し付けること

はできない。むしろ、保育園の日常の生活や

遊びに目を向け、発達援助の手立てを発想

する専門性が必要とされたからだ。その意味

で、“手づくりの療育実践”のエッセンスは形を

かえつつも、ハローキッズの新たなステージに

も受け継がれたと思う。

3. 自分達の在り様と歩むべき道を考え直す

このように、通園施設として、ハローキッズ

が行った療育実践は、今振り返っても、探求的

かつ創造的で“高密度”であった。しかし、そ

の一方で、職員は「これでいいのか？」と疑問

や葛藤を抱えていた。

というのも、ハローキッズが立地する県北

西部は、元来、療育資源が乏しい地域だ。通

園エリアは極めて広範囲で、北は熊谷･本庄･

上里･羽生･行田など、南は飯能や日高、西は

秩父方面から来る子もいた。長時間のバス通

園や送迎を余儀なくされた。笑い話ではない

が、通園バスで親子遠足に出かけると、「私達

親子は、毎日が遠足ですよ」と仰る親御さん

達もいた。

またその頃、こんな議論をした記憶があ

る。毎日、遠方から通園する子について、「〇

〇君と、同じ街に住んでいるこども達は、ずっ

とお互いの顔も知らずに大人になるのか･･･」
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と。そして、こども達を地域社会のコミュニティ

ーから分断させないと提供できない療育の在

りかたを疑問視するようになった。また当時、

行政の関係者からは、障害のあるこどもの“行

き場”として、「ハローキッズさん助かります」と

よく言われた。そう“感謝”されても、素直には

喜べなかった。また、重い障害のあるこども達

を、「ハローキッズレベルの子ね」と言う人も･･

･｡これには、義憤を禁じ得なかった。だが一

方で、「じゃあ私達はどうなのか？」と自省し

た。このまま、どんどん通園施設の機能を巨

大化させて、こども達を丸抱えにしていいの

か？ この地域で「障害＝施設」という構図を

固定化させることに、私達は加担してはいな

いかと。そして、こども達を支える人や場は、

地域社会にもっと多様に用意されるべきだと

考えるようになった。

かくして、ハローキッズは「西暦2001年まで

に通園施設を解体する」と内外に宣言した。

「遠くの施設に行かないと手に入らない」療育

ではなく、こども達や家族にとって「身近な場

所」「当たり前の暮らし」の中で享受できるサ

ービスを目指した。その主たる手立てとして、

保健センターの親子教室への職員派遣、幼

稚園や保育園への巡回相談等を提案し、近

隣の自治体からの財源を得て事業化を進め

ていった。こうした地域療育の潜在的なニー

ズは大きく、事業は年々拡大していった。そし

て、自ら定めた期日から2年を過ぎたものの、

ついに、ハローキッズは通園施設の看板を自

ら返上するに至った。新世紀を迎えて間もな

い2004年3月のことであった。

4. 失敗とその検証からノウハウを蓄積した

しかし、いざ地域の海に漕ぎ出すと、その

海路は必ずしも順風満帆ではなかった。幼稚

園や保育園への巡回相談を始めたものの、当

初、技術的ノウハウは、まだまだ開発途上だっ

たのだ。ここには、予想もしない問題が待ち構

えていた。そのひとつが、目的に違えた“使わ

れ方”だった。巡回相談員として派遣された

筈のハローキッズ職員が、訪問先で“人手”と

して重宝されてしまうこともあった。また、「我

が子の障害を認めない親を説得して」といっ

た要望も、少なからずあった。

また、色々なリスクも見えてきた。怖いこと

に、うっかり言った一言が“独り歩き”すること

もあった。また、その頃ハローキッズ職員は、こ

どもや親の代弁者であろうとする気概が極め

て強く、それが裏目に出ることもあったのだ。

つまり、巡回相談が、保護者が園に向ける要

求の「援護射撃」と見なされてしまい、かえっ

て、保護者と園の緊張関係を強めてしまう、

そうした危うさもあったのだ。

さらに残念なことに、良かれと思ってやった

ことが、訪問した園の保育者の自信低下を招

くこともあった。たとえば、「ハローキッズではこ

んなことやっています！」と、技法や教材を沢

山紹介したら、「私達では無理」と相手を落胆

させ、「障害のある子はやっぱり専門施設で」

と言わせてしまう。「私達は素人ですので、障

害のある子の事は専門家に決めて欲しい」

と、判断の代行業も求められることもあった。

このように、本来、実践の主体である現場の

保育者を受け身にしてしまい、その主体性を

削いでしまう事態にも陥りかねなかった。これ

は、決して看過し得ない問題であった。

このように、地域療育の黎明期は失敗と無

縁ではなく、試行錯誤が続いた。ただ、当時ハ

ローキッズ職員集団は、こうした失敗の数々

について、偏った原因帰属をすることなく、現

実的で建設的な議論をした。つまり、問題の

所在を個人の技量のみに帰するのではなく、

組織や地域の課題としても捉えようとした。毎
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月開催される「地域サービス会議」では、こう

した失敗事例を共有し対策を検討していっ

た。

そして、こうした検証を続けることで、「地

域の身近な場」で、目指す巡回相談の輪郭が

次第に見えてきた。それは単なる知識や技術

の伝達ではない。訪問先の園で、障害のある

こども達のニーズが上手く取り込まれ、豊かな

保育実践が行なわれるよう応援することであ

った。例えるなら、専門性の「輸出」ではなく

「地場産業育成」のお手伝いである。

具体的には、①巡回相談員と保育者、相互

の役割を明らかにし、共通理解を持つこと、

②現場の保育実践にある可能性を見出し、そ

の経験知を言語化すること、③権威者として

振る舞わず、対等で相互的関係を築くこと、

④カンファレンスでの対話を重視し、これを有

効活用すること、⑤保育現場の主体性を尊重

し、相手の専門性への敬意と関心を持つこと

等である。（ちなみに⑤については、当時の高山

博施設長から、「森君、保育園に行ってお茶を御馳

走になってきなさい。それで、色々教わってきなさ

い」とのご助言を受け、実習をさせて頂いた。大

変、勉強になった。そして、相手に学ぶ謙虚な姿勢

の大切さを心に刻んだ。）

さて、これらが明らかになるまでに要した

授業料は、ハローキッズ職員、地域の関係者、

そしてこども達やご家族にとっても、決して安

くは無かった筈である。だからこそ、蓄積され

た実践的ノウハウは貴重である。それはハロ

ーキッズが役割を終えた後も、ハロークリニッ

ク相談支援室にバトンタッチされていくことに

なった。

5. まとめに代えて ～未来に繋げる 昴の開拓者精神～

このようにハローキッズは、新たな地域療

育の可能性を探求してきた。当時、職員の多

くは、自分がフロンティアに立っている感覚や

自負があったと思う。そこで、本稿のまとめと

して、当時の職場の風土を振り返り、昴の開拓

者精神の源泉を探ってみたい。

①「敢えて疑問を持つ」勇気のある職場の風土

そのひとつは、方法的懐疑の思考や態度

である。本稿で先に述べたように、私達は、安

易な予定調和を求めなかった。業界の先例や

通念を無批判に受け入れずに、「本当にそう

なのか？」と自他に問うた。さらに、自分達の

あるべき姿や立ち位置さえも疑った。その帰

結のひとつが、通園施設の発展的解体と言っ

てもよいであろう。

ただ、これには当然不安も伴う。にもかか

わらず、敢えて“自分達を”方法的懐疑にか

けてみる、その理性と勇気を持つことが、新

たな高みを目指す手段であり、前進の原動力

にもなっていたはずだ。さらに、こうした思考

や議論のプロセスで、物事を捉える多様な観

点やフレームに気づくことができる。これから

も昴が、社会に創造的提言や課題提起をな

すために、「敢えて疑う」発想を持ち続けてい

ただきたい。

②尊敬しつつ批判し合える人間関係

つぎに着目すべきは、健全な批判的態度

である。上記のように、ハローキッズでは予定

調和を潔しとしない職場風土があり、職員同

士の（悪意の無い健全な）批判は珍しくなかっ

た。経験年数や職位を問わずそうであった。

（NGとされたのは、むしろ沈黙だった）。事実、

よく私も、後輩に噛みつかれた、もとい、異論

を呈されたものだ。

だがそのことで、人間関係に深刻な軋轢

が入ることは、私が知る限りでは無かった。そ

こには、信頼と尊敬に基づく連帯があった。相

手をリスペクトすればこそ、批判や疑問も呈し

ていた。私は、そんな仲間と働けたことを、今
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でも誇りに思っている。同時に感謝している。

というのも、私もこうした日々のなかで揉ま

れ、育てられた。だから、法人昴がこれからも

地域の頼れる人的資源であり続けるよう、健

全な批判的関係の中で、若手職員が育ち合

う環境を大切にして欲しい。

③軽装備でも、あえて前進する勇気

ハローキッズが巡回相談に着手した際、初

めから、明確な技術的ノウハウがあった訳で

はない。そのことは先に述べたとおりである。

しかし、今振り返ると、敢えて「軽装備」で出発

した決断と勇気を感じる。

何でもそうだが、新しい一歩を踏み出す

時、参考になる見本や便利なマニュアルはな

い。十分な技術やノウハウで「重装備」して、

万全で出発できるとは限らない。だが、前進

する意義がある。まず、かつてハローキッズが

そうであったように、そこでの試行錯誤の蓄

積は、後に実践的なノウハウに繋がる。さらに

自己完結せず、相手を抱え込まないことで、

関係者の潜在的な力が引き出されることもあ

るのだ。

この業界の職員に必要な専門性を、軽ん

じるつもりは全くない。だが、昴がフロンティア

に立ち続けるために、機を見て、敢えて軽装

備でも前進する勇気を、これからも持ち続け

ることを願う。

④志を自他に問い続けることの意義

最後に述べておきたいことがある。それは

“志”を抱き、それを自他に問い続けることの

大切さだ。30年前、入職初日の研修で、当時

の佐藤進施設長からこんな言葉を頂いた。

「来てくれと私が頼んだのではない。自分の志

で、君が昴の門を叩いたのだ」と。それを聞き

私は、人生で大切な何かを、自ら選び取って

いる実感を抱いた。

その後、だいぶ年数が経ち、私はハローキ

ッズの地域療育の調整役を担当していた。行

政との日程調整や文書作成である。この仕事

に幾分慣れてきたある日、当時の高澤守事

務局長がさりげなく助言をくれた。「これ、電話

とカレンダーだけの仕事だと思ってないよね」

と。ともすると、目前の仕事を首尾よくやること

に心を奪われがちだった私は、自らの志を問

いただされた気がした。また同僚間でも、「私

達が本当にやりたいこと、やるべきは何か？」

と、度々議論していたことは、本稿で既に述

べたとおりである。

では、職場でお互いの志を問うことが、な

ぜ重要か？ それはまず、職員ひとりひとりを

「志を持って集まった人材」と見なすことは、

人格と主体性を尊ぶことである。さらに、そう

遇される体験が自尊感情と、自主的で責任感

ある行動に繋がる。その意味で、かつての上

司、両名の言葉は、まさにスナイパーライフル

並みの命中弾だ。

つぎに、志を持って働くことは、組織にも個

人にとっても有益なことだ。つまり、担うべき仕

事と、個人の価値観や生き甲斐との調和を大

切にし、乖離させないことである。換言すれ

ば、その人が「どう働くか」と「どう生きるか」と

いう大切なテーマを統合させるのが志であ

る。

だからこそ、「志を自他に問いかける」職

場文化を、これからも大切にして欲しい。組織

の創造的発展の可能性と、職員の人生での

自己実現の可能性が融合し、新たな未来を

創出する。こうした化学反応や相互作用が、

かつてのハローキッズの開拓者精神を涵養し

ていたと思う。これからの昴も、きっとそう在る

に違いない。これからの昴を担う若き開拓者

よ、君たちはどんな地平線を見ることだろう。

「開拓者よ、おお、開拓者よ！」（ホイットマン）
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証言 昴と地域の30年

『解体』をふり返って

社会福祉法人昴元職員／総合福祉エリア 田口純子

「成人式に行ったら、息子のことを知る友だ

ちは1人もいなかった。寂しかった。」

解体前のハローキッズ卒園式に駆けつけて

くれた、卒園生のお母さんの言葉だった

「本当はお姉ちゃんと同じ保育園に通わせ

たかった」というお母さんのことばを卒園間

近で聞き、曖昧な表情でごまかす自分がい

た。「療育で子どもを変える！」と言いながら、

子どもたちの障害は治せないことに気づき、

愕然とした。発作があるのに1時間半かけて

通う子どもがいた。20代。仕事は楽しかった

が、何かにぶち当たっていた。

そんな頃の1994年、施設解体の運営方針

が示された。目から鱗。自分の違和感は間違

っていなかった。そう思えた。あるがままの子

どもたちを地域で受け入れてほしい。彼らが

彼らのままで生きていける社会が必要なの

だ。

あれから25年。その思いは変わることなく

今に至っている。

2001年ＷＨＯが国際障害分類の改訂版と

して国際生活機能分類（ＩＣＦ）を採択し、医療

モデルから生活機能モデルへと代わり、狭い

専門領域や病気や障害に特化してみるので

はなく、その人の環境や活動状況なども見な

がら全体を支援していくという考え方が示さ

れた。この時も「そうだ！そうだ！」と、後押し

されたような嬉しい気持ちになったことを覚

えている。

そして2004年ハローキッズ解体。本当にち

ゃんと解体した。

しかし一方で、解体後の落とし前はどうした

ものかという思いがあった。

「ハローキッズがなくなっちゃったから、私た

ちが苦労する」と、地域の機関の人たちから

はっきり言われたこともあった。「ただ理想を

押しつけられただけ」と思われるのは嫌だっ

た。「地域の人たちと子どもたちが育っていく

環境を一緒に作っていく」という立ち位置がし

っくりきた。

2007年東松山市の第二次市民福祉プラン

には、「エピローグ ～目標が実現した姿～」

が掲載され、福祉プランに盛り込まれた目標

が達成された時の東松山市の様子が、架空

の家族の生活を通して描かれていた。そこに

はわくわくする希望があった。一緒にみんなで

作っていくという覚悟と夢があった。

この年就学支援委員会が廃止され、就学

先は本人や保護者が決められるようになり、

学校にも看護師が配置。人生における選択の

仕組みが少しだけ前進した。幼稚園や保育園

には様々な障害のある子どもたちが通うよう

になり、やがて幼児期に出逢った友だちと共

に地元の小学校に入学を決めていった。

同じく2007年には地域自立支援協議会が

設置され、「障害のある子どもの育ちと学びを

支える連絡会議」が動き出した。まだ多職種

連携の文化は薄く、会議はさながら、異文化

交流の様相だった。それでも「子どもたちが子

どもたちのままでいられる社会をつくる」とい

う根っこがぶれなかったので、辛抱がきいたよ

うな気がする。
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幼稚園や保育園から小学校に入学すると

きに活用する、就学支援シートと引き継ぎ会

の仕組みができあがり、2012年に入学する子

どもたちから実施が始まった。昨年「この仕組

みは非常に有効なので積極的に保護者に情

報提供してほしい」と教育委員会から発言が

あった。7年経って、定着したと感じた。今は学

校をチームで巡回する仕組み作りに取り組ん

でいる。学校に『巡回』という応援団が出入り

する風景も、数年後に当たり前になっていた

らいいと思う。

私たちの仕事はいつも「過渡期」。きっとこ

れからもそういうことなのだろう。「落とし前」

も道半ば、もう少し昴の皆さんと踏ん張らせて

いただきたい。

2020年3月、就学支援委員会廃止後の初

めての新入学生が高校を卒業する。18歳に

なった彼らの子育てを振り返って、お母さんた

ちは話してくれた。「保育園に入れたことが子

どもの成長の全ての始まりだった」「特に幼少

期の保育園・小学校時代を、地域で一緒に成

長していくことはとても大事だった」と。

ハローキッズ解体は間違っていなかった。ハ

ローキッズにいた子どもたちは、地域に帰り同

世代の子どもたちと切磋琢磨しながら成長し、

彼らと出会えたたくさんの子どもたちが、これ

からの時代づくりに貢献してくれるにちがいな

い。

昨年自立支援協議会主催で、「ともに育ち

合う」をテーマに研修会を行った。実践発表

をしてくれた1人に高校3年生のお母さんがい

た。保育園から中学校まで地元で過ごし、今

でも小学校時代の通学班の友だちとたこやき

パーティーをしていると話してくれた。そして、

最後にこう付け加えた。「その友だちがこう言

ってくれている。『成人式には迎えに来るから

一緒に行こう！』と」
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証言 昴と地域の30年

社会福祉法人昴は立ち止まらない

社会福祉法人昴元職員／日本社会事業大学准教授 曽根直樹

社会福祉法人昴がまだ社会福祉法人青い

鳥福祉会だったころ、障害児通園施設「青い

鳥学園」の機能を拡張し、「奥武蔵総合療育

センター」をつくろうと、職員からの出資で毎

年宝くじを買って、本気で資金獲得を目指し

ていた。

社会福祉法人昴になってから、総合療育セ

ンター構想を全面的に転換して、障害のある

子どもも地域の子どもたちと一緒に育つこと

ができるように保育園、幼稚園への入園を勧

め、そのバックアップに徹するために障害児通

園施設を閉園した。

通園施設のお泊まり保育が好評だったた

め、家族の介護負担の軽減が望まれていると

考え、法人の独自事業として赤字を承知で始

めた「レスパイトサービス」は、障害のある本

人と家族が望む生活を支えることが求められ

ていることを知り、本人に対するケアのみなら

ず、冠婚葬祭や家族旅行の付き添い、自宅で

本人と一緒の留守番、遊園地の乗り物の順番

待ち役など、本人も家族も何かをあきらめな

い生活支援に広がっていった。

これらの経験から学び、障害種別が前提だ

った当時、「障害」に着目して行われていた相

談支援事業を、障害の違いではなく、一人一

人の生活を支援することに着目して、障害種

別を問わない相談支援体制を目指した。

レスパイトサービスと相談支援事業を一体

とした、「障害者生活支援センター」が市の事

業となり、昴への委託の打診があったとき、公

益のためにこれを断って社会福祉協議会の

事業にするよう提案し、委託を受けていた15

00万円の相談支援事業も返上した。

こんなことばかりしていたため、社会福祉

法人昴はいつもお金がなかった。社会福祉法

人としては県内唯一、銀行からのつなぎ融資

を受け、さらに不足を個人からの借入でまか

ない、それでも足りなくて理事長自ら「リスト

ラ」して大学教員となり、人件費分を節約し

た。年齢の高い職員から自らリストラすること

が通例となり、私も1999年に社会福祉協議会

に移籍した。

こんなことばかりしていたため、昴での仕

事は「利用者中心」に全力で取り組むことが

できて楽しかった。

こんなことばかりしていたため、昴の職員

であることに誇りを感じていた。

こんなことばかりすることを、いつからか

「昴魂」と呼ぶようになった。

今の世の中は、福祉サービスの事業所も乱

立し、福祉で働こうと思う人も少なくなって、こ

んなことばかりしていたら法人を続けていくこ

とが難しいのかもしれない。

でも、社会福祉法人昴には、これからも昴

魂をもって立ち止まらないで進んでほしい。
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若い人たちへ

社会福祉法人昴元職員／総合福祉エリア 佐藤美奈

大学４年生の初夏。ゼミの３年生たちが、障

害のある子どもの通園施設へ見学に行くと聞

いた。「障害のある子どもも受け入れている保

育園に就職したい」と思っていた私は、３年生

に一人混じり、施設見学に参加した。駅から乗

ったタクシーの中、のどかな風景を見ながら、

後輩が、「障害のある人と、こんな所でヤギを

飼ったり、畑仕事したりするの、良いですよね。

憧れるな。」と言った。ゼミの教官も「それも素

敵だね。」と相打ちを打っている。でも、私は、

「そんなこと、したいと思わない。障害のある

人も、やりたい、やりたくない、両方いるだろ

う。」と思い黙っていた。そして、タクシーは「こ

ども発達センターハローキッズ」に到着した。

ハローキッズで、「障害のあるなし関係なく、

子どもの時からいろいろな人と出会いながら

暮らす。そうして、障害のある人もない人も地

域で暮らすことが当たり前になる。障害のある

人は、むしろ、街中の便利な所で暮らした方が

良い。こんな田舎で言うのもなんだけど。」と

の説明を聞いた時、ここで働きたいと思った。

そして、運良く、もうすぐ卒業という２月に、社

会福祉法人昴で働くことが決まった。

配属先は、ハローキッズではなく、ファミリー

サポートセンター昴。私の業務は、ピアハイム

の世話人とレスパイトサービスの介助者。

「私のお金なのに、なんで使わしてくれない

んだよ。」朝の５時からピアハイムの世話人室

をドンドン叩かれた時は、ただ怒りがこみ上げ

た。話し合い、ご自身で管理することになり、

お金を渡した。彼女が、「チョコレート好きでし

ょ、お土産だよ。」と笑顔で世話人室に訪れて

くれた時、私にとっては何でもない、チョコレー

トを買うということが、彼女にとっては、当たり

前ではなかったのだと分かった。怒っただけの

自分が恥ずかしかった。一緒に食べた。美味

しかった。

「姉の結婚式への付き添いをお願いした

い。」との依頼があった。何事もなく、式も依頼

も、順調に進んでいた。しかし、新郎の友人達

の余興の時、付き添っている彼が席を立ち、

走り出した。「まずい、どうしよう。」と焦り、止め

るべく追いかけた。追いつくことができなかっ

た。彼は余興の中に入ってしまった。でも、誰も

気に留めず、皆変わらず、歌って踊っていた。

彼も歌って踊っていた。止めることをやめた。

「これまでに何度もお会いしているのに、初め

て歌って踊る姿を見たな。」と考えながら見て

いた。新郎も新婦も、ご家族も、笑っていた。な

んて素敵な結婚式だろうと思った。

筋緊張がとても強く、座位を取ることも難し

く、いつも布団に横たわっている彼に私ができ

ることは、体の緊張が少しでも解けるよう、体

をそっと揺らすことくらいであった。ある日、お

母様から「レスパイトの時に眠れるのは、リラッ

クスしているから。リラックスできるのは、レス

パイトが好きだから。だから、私も、安心して用

事を済ますことができる。」と言われた。嬉し

さと、それしかできない申し訳なさとごちゃま

ぜの気持ちで、「有難うございます。」とだけ

答えた。

なにもできない私は、この他にも、本当にた
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くさんの「なにか」をもらった。

でも、その時の、なにもできない私は、「島

があることはわかっている。でも、島も見えな

い真っ暗な海の中を溺れないよう、やみくもに

泳いでいるようだ。」と、何度も思うことがあっ

た。いただいているたくさんの「なにか」をちゃ

んと理解していれば島は見えたはずなのに、

思いが至らずにいた。あの時の自分に、こう伝

えたい。

「海が暗くて島が見えないのなら、もっと目

を凝らせ。何故、明かりを灯して地図を確認し

ないのか。泳ぎに自信がないのに、何故、誰か

に教えを請わないのか。」

今、仕事を通じて、昴の若い職員の方々と

話す機会がある。大変な取組みであるはずな

のに、笑顔で語る姿を見る時、当たり前に引

き受ける姿を見る時、いつも、眩しさを覚え

る。真っ暗だ、溺れそうだと、ただ文句ばかり

を言う私のような人間には、本当に眩しい。

昴は、ずっと、「地域」にこだわり続けてい

る。そして、ずっと、挑戦を続けている。理想を

口にすることは、容易い。でも、実践は難しく、

大変なことも多い。

だから、もしも、「島がどこにあるのか見えな

い」と思っている若い人が、今も昴にいるのだ

としたら。どこを泳いでいるのか、誰かと一緒

に地図で確認すれば、大丈夫。そして、少し

前を泳ぐ人をしっかりと見つめて泳げば、迷

わない。誰かが、必ず、前か後か、横を、あな

たと一緒に泳いでいる。

「障害のある人もない人も、地域で当り前に

暮らす」島が真ん中に描かれている地図を、

昴は、持っている。その地図は、いつも広げら

れていて、誰でも見ることができる。

昴は、３０年、ずっと泳ぎ続けて、地図の真

ん中の島に向かっている。

私も今も、昴の地図を見せてもらっている。

島の形を忘れなければ、上陸する島を間違

えないはず。泳ぎはずっと下手なままだけれ

ど、浮き輪を使ってでも、島に泳ぎ着きたいと

思う。追い越され前を泳ぐ若い人の姿に「浮

き輪の紐を引っ張って泳いでくれないかな。」

などと、時に、怠けたことを考えながら。

いや、もう、随分と引っ張ってくれている。何

と頼もしいことか。

最後に、昴３０周年という節目を共に喜ぶ

仲間として迎えていただき、また、自分自身

を振り返る時間を頂戴したことに、感謝申し

上げます。
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証言 昴と地域の30年

障害の重い人たちのデイセンター

社会福祉法人昴前理事長／久美愛園理事長 内田富士夫

平成4年の頃だったろうか当時の昴の理

事長だった佐藤さんから大人の通所施設

を一緒にやらないかと声をかけられた。私

は新設された重症心身障害児施設で仕事

をしていたが、地域に障害のある人たちが

活動する場所を作りたいという思いがあっ

たため佐藤さんの提案に同意した。

旧青い鳥学園を卒園した人たちのご家

族に声をかけて準備会を立ち上げたとこ

ろ、多くの人たちが集まってくれた。準備会

に来てくれていた人たちのお子さんは障害

が重く、仕事を中心とする授産施設ではなく

障害の重い人たちが文化活動などを行う

デイセンターをイメージし、通所更生施設の

建設をめざすことになった。

当時の通所更生施設は直接処遇職員の

配置が利用者7.5人に対し1人で7.5対1の

壁が大きく立ちはだかっていた。同業者から

は無謀な計画だと批判されたが楽観的に

考え、とにかく始めてみようということになっ

た。また、準備会で将来にわたり入所施設

は作らないことを宣言したため、集まってく

れる人が半減してしまった。当時はまだ障

害の重い人たちが地域で暮らしていくこと

は難しいと考えている人が多かったためだ

ろう。そして、お決まりの施設建設反対運動

や自己資金の調達など様々な課題があっ

たが、国庫補助の交付が決まり平成7年に

知的障害者通所更生施設デイセンターウィ

ズがスタートした。その間私は美里会の倉

上園長の寛大な計らいにより美里会職員と

して働き、昴の施設整備を行っていた。埼

玉県庁担当者も急ぎの時には美里会に直

接電話をしてきた。倉上園長はじめ美里会

の人たちには大変お世話になった。

ウィズの活動が始まり、すぐに気づいたこ

とだが行動障害や身体障害を重複してい

る利用者さんたちの家族の状況がとても厳

しく、地域生活を継続していくためには膨大

な家族介護が必要だということである。地

域の中に障害の重い人たちの日中活動の

場を作ることができたが、それだけでは彼

らが安心して暮らしていくことは難しいとい

うことに気づいた。昴ではすでにレスパイト

ケアの取組が始まっていたが、障害のある

人たちの地域生活を総合的に支援する仕

組みづくりの必要性に気づき、その後の事

業展開の方向が決まった。

ウィズが始まってから25年が経過し、障

害福祉を取巻く状況も大きく変わった。私た

ちが一貫して取り組んできた障害のある人

たちの地域生活を支援する仕組みづくりは

正しい選択だったと今でも思っているが、障

害のある人たちの地域生活は依然として家

族の介護に依存している。ウィズを開設した

時には若かった利用者さんたちもすでに40

歳を過ぎ、親御さんの多くが70歳を越え

た。これから先、さらに厳しい状況を迎える

ことになると思うが、皆さんの持ち前の明る

さで乗りきって行ってほしいと思っている。
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就労支援の展開

社会福祉法人昴元職員／埼玉県障害者雇用総合サポートセンター 企業支援部門 副部門長 河崎誠司

社会福祉法人昴設立30周年、おめでとう

ございます。また、貴法人に障害者の就労支

援に関わるチャンスをいただいたことに心よ

り感謝申し上げます。

今、テレビのニュースや新聞等で「障害者

雇用」が注目を浴びています。

私が昴でお世話になっていた頃（20数年

前になるでしょうか）は、障害者雇用について

まだまだ社会に浸透しておらず、ごく一部の

限られた中での話でした。私自身も数名の施

設利用者と一緒に公園の管理作業（清掃や

除草）など「雇用」ではなく、「働く」ことに視点

を当てて取り組んでいました。

埼玉県で、障害者の就労支援が注目され

るようになったのは、企業の倒産による障害

者の大量解雇がきっかけでした。平成10年の

所沢地域の障害者就労支援センターを始め

として、市町村の「障害者就労支援センター」

が次々と設立され、現在では40ヵ所以上にの

ぼります。

当時の東松山地域は、障害者雇用に取り

組んでいる法人はありましたが、地域に開か

れた機関はなく、センターの設立が求められ

ていた時期でした。あわせて、昴からも地域

に呼び掛け、障害者就労支援センター開設に

向けた動きを作っていったのです。

センター設立のコンセプトとして「地域に開

かれていること」「市内の福祉関係者の総意

のもと、お互い協力しながら設立・運営される

こと」を確認し、何回も会議を重ねながら進め

ていきました。

もう一つの大きな柱として、障害者を雇用

する側、つまり「企業の立場をよく理解した人」

をトップとして招くことを考えました。

白羽の矢が立ったのは、地元の企業で長年

障害者雇用に関わってきた方でした。まさに

運命的な出会いで、当時定年を迎えられてい

たため、すぐに就労支援センターの構想につ

いて説明、センター長就任について快諾いた

だくことができました。

準備に数か月費やしながら、平成13年4

月、市内の障害者団体、社会福祉法人の総意

で、「東松山市障害者就労支援センター」が

オープンしました。助成金がほぼなかったた

め、支援員は各法人に要請し配置され、事務

所は保育所跡地の一室を間借りする形でス

タートしました。埼玉県では、所沢市、新座市

に次ぐ3番目のセンターでした。

社会福祉法人昴にとても感謝申し上げた

いのは、支援員としてほぼ就労支援センター

の業務に関わらせてもらい、就労支援の実績

づくりや自立したセンターづくりの準備を整え

られたことです。

取り組みの第一歩として、市広報誌への掲

載、障害者団体への説明等を行い、障害者就

労支援センターのPRをおこないました。

障害者の登録については、在宅者の他、各

法人で就職を目指している利用者を対象に

行い、ハローワークの求人、日曜日の求人広

告から雇用の可能性のある企業と交渉し、就

職に結びつけていきました。

市内のメッキ工場に、初めて就職が決まっ
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た時の喜びは今でも忘れられません。

1年経つ中、様々な事業を受託するための

「法人化」が、就労支援センターの課題として

上がってきました。当時、国でも活動を広めて

いた「特定非営利活動法人（NPO法人）」を念

頭に、組織体制、定款の作成等、設立に向け

準備を進めていくことになったのです。

法人化の最大のメリットは、東松山市との事

業委託契約締結や国の新しい事業「障害者

就業・生活支援センター」事業受託につなが

り、独立したセンターとして運営することがで

きるようになったことです。平成15年には東

松山市に協力をいただき、小松原町に就職

のための準備施設と併設した形で新たなスタ

ートを切ることができました。新たな取り組み

として、相談支援の他、障害者を雇用する企

業掘り起こしのため「企業開拓スタッフ」の配

置や企業内で就職の準備訓練を行う「施設

外就労」など、今までにない機能を取り入れ

ていきました。

私は、平成19年に埼玉県として全国初めて

となる、障害者雇用をする企業支援の機関

「埼玉県障害者雇用サポートセンター（現、埼

玉県障害者雇用総合サポートセンター）」に籍

を移しました。現在、企業訪問しながら障害者

雇用に関するアドバイス等を行う仕事に就か

せていただいています。それは、就労支援セ

ンター在籍中、障害者雇用に熱い思いを持つ

方との出会いによって実現しました。

今の東松山市障害者就労支援センター

は、後任の方によって、全国的な取り組みを展

開するセンターとして大きく発展しています。

振り返ってみると、地域の方、行政の方、福

祉関係の方など本当に多くの方々に支えられ

ながら現在の自分がいることに改めて気づか

され、感謝する思いでいっぱいです。

また、各機関のネットワークづくり、協力体

制、情報の共有化が今後ますます問われる

中、地域に大きな役割を果たす法人の存在

が欠かせないことにも気づかされました。

社会福祉法人昴が、地域福祉の先駆者と

して今後益々重要な役割を果たし、発展され

ることをご祈念申し上げます。
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証言 昴と地域の30年

昴設立30周年に当たって

ハロークリニック名誉院長 小出博義

初代理事長佐藤進氏の障がいを持った子

供たちと地域により開かれた通園施設を創り

たいという意向で、あかつき園から独立し、今

までの青い鳥学園という名称を変更すること

になった法人設立時の理事会メンバーに加

えていただき、ああでもないこうでもないと話

しあい、社会福祉法人昴、こども発達センター

ハローキッズという名称とすることとなった。

そのときから、30年以上が過ぎてしまった。

私が佐藤さんと初めてお会いしたのは、40

年近く前のことと思う。機会を作ってくださった

のは、埼玉医科大リハビリテーション科の理学

療法士であり、青い鳥学園の子供たちの理学

療法をなさっていらした高橋先生である。そ

のころから、佐藤さんに、埼玉のこの地域に

は、障がいを持った子供たちを、継続して診

る医療施設がないから、一緒に子供たちやご

家族が安心して通える診療所を創りたいの

で、手伝って欲しいと相談されていた。そのこ

ろの私は、新生児医療に情熱を傾け、いかに

したら脳性麻痺の子供を少なくすることがで

きるようになるかという気持ちが強く、お断りし

続けていた。しかし、その後、私もやがて50歳

を迎えようとする頃、大学での医療を続けて

いるよりも、地域での医療に取り組む時期かと

思い、佐藤さんに相談した。では、一緒に子供

たちの身近に安心して通うことができるクリニ

ックを創りましょうということになり、当時の理

事であられた、高瀬氏の私有地を利用してよ

いとのご協力もあり、1998年9月にハロークリ

ニックを開院することができるようになった。

ハロークリニック設立のコンセプトは、脳性

麻痺、知的障がい、てんかんなどの発達障害

を持つ子供たちやご家族が安心して通うこと

ができ、地域在住の子供たちやご家族にも開

かれた診療所ということであり、そこで子供た

ちやご家族同士がお互いに交流することが

できる空間にしたいという思いもあった。開設

地は、東松山市の市街地からは離れた緑が

広がる場所で、初めて見たときには、こんなと

ころにクリニックを造っても患者さんはいない

のではないかと思い不安であった。開院時の

職員は、以前から障害者施設で働かれておら

れ優しさと熱心さに感銘を受けていた既に6

0歳を過ぎていらしたが、私の依頼に快くこた

えてくださり遠方にもかかわらずご勤務くださ

った看護婦の井上さん、ハローキッズの事務

をなさっていらした長谷川さん、昨年7月まで

勤務してくださった理学療法士の染谷さん、

ハローキッズと兼務の臨床心理士山崎さん、

コスモ薬局が派遣してくださった郷地薬剤師

さん、もう一人の看護師佐藤さん、事務員中

条さんと私を加えた7人の常勤と、数名の非

常勤で始まった。昼には、一緒に昼食をしな

がらだんらんを楽しむことができた思い出の

多い、楽しい時間を過ごすことができた。

その後、徐々に患者さんも増え、夜遅くま

で診療が終わらず、患者さんにも何時間もお

待ちいただくようになってしまい、2013年か

ら、新井医師が常勤医として勤務され、2017

年からは私に代わって院長を引き受けていた

だくようになり現在に至っている。今では職員
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も常勤、非常勤合わせて、40名を超えるよう

になっている。

この間、2015年には、患者さんや、職員の

意見をもとに、木の匂いとぬくもりのある新棟

が落成でき、従来の建物は、理学、作業療法

士や公認心理師及び言語聴覚士らが担うリ

ハビリ棟として機能するようになった。少しは

待ち時間の負担を軽減できているのではな

いかと思っている。

ハロークリニックで働かせていただくように

なり、大学勤務時には聞かせていただけなか

った患者さんやご家族のより生活の場に即し

た声をお聞きできるようになったことで、医師

としても成長させていただけたと思えるよう

になったことに感謝する。とともに、自分を含

め医療の無力感を感じることもしばしばあり、

患者さんの病気だけでなく、一人の人として

全体的にとらえること、患者ご本人だけでなく

家族への支援の必要性、福祉や教育など社

会全体での連携の必要性が少し理解できて

きているように思われる。また開院当初不安

であったことの一つは、自分の意見に異を唱

えてくれる同僚がいなかったことであったが、

同じような目標に向かって議論と協力ができ

る仲間の存在の大切さを知ることができるよ

うになった。

発達障がいの診療をしていて感じることの

一つに、発達障がいの概念の時の流れによる

変化があるように思う。開院当初は発達障が

いというと、知的障がい、重度の知的障がい

を伴う自閉症、脳性麻痺、てんかんなどが中

心であった。最近は、発達障害というと、注意

欠如多動症、知的障がいが軽度かあるいは

それを伴わない自閉スペクトラム症、学習障

がい、発達性協調運動障がいなどを意味す

ることが多くなっている。

軽度の障害にも目を向けるようになったと

考えるとよいことのように思えるが、診療をし

ていて感じるのは、むしろ所謂正常からの軽

度の違いをより強調してとらえているように思

われる。勿論ご本人が、生活において、困って

おられるなら、その困りを改善できるような対

応や薬があることは好ましいことである。しか

し以前なら、ちょっと変わっているけど仲間とし

て受け入れられていたような人たちも、受け

入れることをせずに、困ったことをする人とし

て見るようになっていることが増えているよう

に思われる。社会全体がそういう人々、子ど

もたちを差別化することで、人に優劣の価値

観をつけることを担保しようとしているような

気がする。個性を大切にする社会通念が回

復することが大切と考えるが、むしろ画一化、

管理しやすい集団を求める方向に社会が進

んでいると思われる。自分たちの中にある差

別感を払拭し、みんな違ってみんなよいとい

う個性を大切にする社会的価値観の再確立

が必要と思う。

ハロークリニックは開設22年目になるが、

障害のある子供やご家族にとっての安心して

通うことができる診療所という目標は、少しず

つながら実現されつつあると思われる。今後

も職員一同初心を忘れることなく診療してゆ

きたいと思う。そしてもう一つ待ち時間が少な

くなること、障害の有無にかかわらず地域の

子供たちも安心して通え、お互いの交流の場

所になる診療所という目標も実現していきた

い。
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証言 ユーザーから見た昴

昴と私

アドヴァンス 井上智幸

社会福祉法人昴、設立30周年おめでとう

ございます。私が昴と出会ったのは、私が埼

玉県立熊谷養護学校（現・熊谷特別支援学

校）の中学部3年生の時でした。母に連れられ

て、昴のあるパーティーへ行って、初めて昴の

存在を知りました。その時の当時の佐藤理事

長の笑顔が、印象に残っています。その後、私

は熊養の高等部へ進み、高３になり、いよいよ

卒業後の進路が気になりだした頃、私は両親

と一緒に、デイセンターウィズの設立説明会へ

行きました。幹部の皆さんの説明により、ウィ

ズって随分大きな施設だなと感心した事を今

でも覚えています。そして、その時は昴には

縁がなく、私は熊養を卒業して、手をつなぐ親

の会が運営する松の実へ入りました。7年間、

ほぼ毎日内職を頑張ってきましたが、いろい

ろと事情があり、松の実から和みの会が運営

するアドヴァンスへ移りました。そして、そのア

ドヴァンスが昴の傘下へ入る事を知ったとき

は、もう天に昇るほど嬉しかったです。そして、

新しい仲間・新しい職員と、次から次へと出会

い、毎日とても刺激的な毎日を送っています。

これからも、どんな出会いが待っているのか、

毎日が楽しみです。

アドヴァンス
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医療的ケアのある方のグループホームへ

ケアホームみらい利用ご家族 加藤冨美子さん

聴き手 社会福祉法人昴 吉田隆俊

吉田：

よろしくお願いいたします。

昴３０周年ということなのですが、ミクさんもち

ょうど３０歳になりました。まずは、これまでの

昴との関わりを教えてください

加藤様（以下敬称略）：

１歳半くらいから週１回2時間くらいのつくしん

ぼ教室に通ったんです。その次の年からハロ

ーキッズの通園に入れてもらって毎日、４年間

通わせてもらいました。

それまでは、本当に親から離れたことはなくっ

て、ハローキッズに入って、預かってもらえるっ

ていうのは、本当に貴重な時間でしたよね。

吉田：

就学してからも、昴と関わりがあったんです

か？

加藤：

レスパイトは、始まって2年目か3年目くらいか

ら使わせてもらって、家に迎えに来てもらっ

て。数時間でも預かってもらえるっていうのは

本当にありがたくて。

よく覚えてるのは、一番最初、曽根さんが大き

な車で迎えに来てくれたんですよ。卒園して

からもレスパイトはずっと使わせてもらってい

ましたね。

吉田：

学校を卒業してまもなくグループホームの話

になったと思うのですけど

加藤：

ミクが気管切開になって、平成20年から通所

に通い始めて、グループホームの話が出たの

が21年22年、で平成23年にはみらいが出来

ましたよね。

日中の場はみんなそれぞれ行ったけど、その

先の暮らしってなって。

それで高澤さんの所に行ったんですよ。

そうしたら、そこで高澤さんが、昴としても考

えていたことで、これまで地域って言ってき

て、みんなを地域に出してきたのに、その先

がやっぱり入所になるんじゃなくて、地域でそ

のまま暮らせる暮らしっていうのを考えてい

たと思うので、やっぱりそれ必要だと思います

って言ってくれたので。

でもなかなか、法人が建てたからどうぞとは

言えないので、費用も含めて親御さんも一緒

に考えてくれるのであればやりましょう、ってい

うことで始まったんです。

吉田：

実際に始まる頃って、結構目まぐるしかったじ

ゃないですか。

あの頃ってどんな感じだったんですか？

加藤：

とにかく場所が建つっていうのは大きな一歩
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で、本当に感動ものでした。最初は、自分たち

手弁当で親たちが来てやっても良いくらいな

気持ちもありましたから、建ってしまえばなん

とかなるだろうって。

吉田：

きっと始まってからの不安はもちろんいっぱい

あるけど、どこかで親たちが関わるっていう思

いがあったから、なんとかなるっていうふうに

思えたんですかね。

加藤：

そうですね。

だって、今まで365日家で見ていたのが、とに

かくグループホームに来て最初は1日でも2日

でもって思っていたじゃないですか。

スタッフさんは本当に大変だったと思います

けど、私たちはもう嬉しくて嬉しくてって感じで

したね。

吉田：

ミクさんにとってはどうだったんでしょう

加藤：

ミクも楽しかったと思いますよ。ミクは昔からお

うちじゃ喜ばない子で。

日中は楽しめる、人がいるところは楽しいって

いう子だから、通所は楽しいし、みらいに帰っ

てきてからも楽しいし。それは本当に、見てい

てわかると思いますよね。

でも、夜寝るっていう部分がね。本当に苦労

する。

半年間ミクを寝かしつけに毎晩来てたでしょ。

でも私全然苦じゃなかったのよね。

吉田：

そうだったんだ。

自分はあの半年間がすごく良くって。自分なん

か不安ばっかりで必死だったけど、いつも加

藤さんたちが支えてくれて。

加藤：

笑。いや本当にこの子を見てもらうってだけ

でね、今だって、きっと大変だと思うけど。ハロ

ーキッズに行った時じゃないですけど、自分以

外に誰かが見てくれるっていうのが、もう安心

というか、感動ですよ。

吉田：

さて、生活がだんだん落ち着いて、みらいは

この春で丸９年です。

加藤：

もう10年目になりますね。

吉田：

あの頃とはまたちょっと状況が変わっていると

思うんですけど

加藤：

そうですね。

この１０年は親にとってもミクにとっても、もうす

ごく大切な良い時間だったと思うんですよ。ま

あ、入院は何回かしたけど、なんとかここまで

来たのもすごいなって思って。訪問看護さん

やヘルパーさんが入ってくれて、今まで全部

自分で抱え込んでいたのが、自分の知らない

ところでちゃんと生活が回っているっていうの

が、本当にありがたいことだなって思って。

ただやっぱり１０年経ってミクも３０歳になった

ので、次のステップというのは考えています。

この先は、例えば、高齢者になったときは特養

とかで良いと思うんですよね。ミクの場合、毎

日通うのが大変になったときには入所でゆっ
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くりっていうのも良いのかなって思って。申し訳

ないですよね。ここにいながら次のところっ

て。

吉田：

年齢に応じた暮らしの場を考えているところ

なんですね。

加藤：

あと、やっぱり親もね。

もしも、みらいでそれなりの人とかがちゃんと

できて、親がまったく関わらなくなっても暮らせ

る状態になれば、それはそれでと思うんです

けど。

吉田：

今後に向けた課題をいただいたと思います。

例えば年齢に応じて、みらいでももちろん暮ら

し続けられるし、毎日通うスタイルじゃなくって

ゆっくり入所でも良いのかもしれないっていう

のが、どっちも平等に選べる。そういうところま

では自分たちは頑張んないとなって。

加藤：

それは、しょうがないですよ。

吉田：

では、昴３０周年を迎えてっていうことと、次の

４０年５０年にむけてメッセージをいただけま

すか。

加藤：

本当に昴さんとは、一緒に歩んできてもらっ

て。

昴がなかったら今がないと、思っているので。

親子共々ね。

やっぱり、あの路頭に迷ったとき、ハローキッズ

に通うことで仲間ができて、もちろん先生た

ちにみてもらってというのがとっても大きくて。

私、最初は、とてもこの子を表に出したりだと

かできない、隠して育てたいじゃないけど、そ

んな風に思ってて。

でもあのとき、どんどん表に出していきましょ

うっていう昴の方針で。あのスピリットみたいな

のがなかったら、多分、今はない。

私たちにとっては、近くに昴があって良かった

なって感じです。

これからもよろしくお願いします。

吉田：

ありがとうございました。

ケアホームみらい
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証言 ユーザーから見た昴

昴、楽しい生活と興味を認め生かしてくれる職員

デイセンターウィズ、すまいる利用ご家族 小林栄子さん

聴き手 社会福祉法人昴 内山洋史

本稿は、聴き手が、すまいるご利用のご家族

である小林栄子様のお話しを聴き取り、要約

したものである。小林様は、すまいるオープン

時やデイセンターウィズオープン時の写真を

持参され、すまいるオープニングイベントに関

して思い出話をされ、デイセンターウィズ立ち

上げの時に関してもその頃のメンバーの写真

をみて、お亡くなりになった利用者さんの親御

さんもいますねと感慨深いご様子であった。

そして、ウィズ開所式の写真見ながら、「（シン

ガーソングライターの）小室等さんが来た時

（オープニングイベントに出演）ですよね。この

時花束をカオル（利用者ご本人）があげたん

ですよ。」とお話しされた。そのようなところか

ら始まり、以下のような話を伺った。

1. デイセンターウィズに関して

そもそも、デイセンターウィズが立ち上がる

話を佐藤先生（編注：当時理事長の佐藤進

氏）よりお手紙をもらった。SさんやNくんの学

校卒業後をなんとかしようと相談するなか

で、佐藤先生が動いてくれた。その中で話を

頂いた。その時の話がとてもよかった。『お仕

事するところではない』と。それがとてもいい

感じに受け止められた。

その時カオルは卒業して1年浪人していた。

坂戸の作業所に行ったがあまり合わなく行き

たがらなかった。坂戸は先の話が無く不安だっ

た。

デイセンターウィズ立ち上げの時に、カオル

のように走りまわる子はダメですかと聞いた。

その時に『そんなことは無いよ。いろんな子を

入れたいから来てくれればそれなりに考える』

ということが佐藤さんの考えだった。私は、そ

の話を聞いて「入ります」と言った。

入ってから、指導員が隣にいながらの外の

仕事をするようになった。佐藤さんは『その子

の個性と趣味を伸ばし、遊びながらの施設』と

言った。その中で希望を聞いて河崎さん（編

注：社会福祉法人昴元職員河崎誠司氏）をつ

けての外仕事を考えてくれたのかもしれな

い。

（聴き手が、カオルさん、草刈機で草刈りして

いましたもんね、と投げかけると）今のカオル

を見ても満足している。これでいいと思ってい

る。

それと食堂も良かった。今後も無くならない

ようにしてほしい。お弁当屋さんを呼ぶので

なく続けてほしい。カオルも今も選べている。

『好きなものが出てくる、これが食べたいん

だというものが出てくるレストランにする』と佐

藤さんはそう言ってくれた。はじめの頃はコッ

ク帽をかぶった職員さんがいた。それがよか

った。

2. グループホーム入居に関して

（デイセンターウィズのスタート前からグル

ープホームは意識していたんですか？）

意識はしていました。夢だった。

（すまいる入居への経緯は？）
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内田さん（編注：当時所長の内田富士夫氏）

がグループホームを希望される方の勉強会

をしてくれたんです。

私はSさん(編注：他の利用者ご家族)と話

をしておいてその時手をあげた。5年位細か

く丁寧に勉強会や見学会をしてくれた。浅田

さん（編注：社会福祉法人昴職員）も来てくれ

た。

勉強会参加の希望者が一緒に入れたらよ

かったが、すまいるは3人で入居した。

（入居にあたっての思いは？）

勉強会をする中で、カオルがついていける

か母はスゴイ不安になってきた。ただ、内田さ

んが『大丈夫だ、大丈夫だ』と言ってくれたし、

私自身も逃げたくなかった。不安はいっぱいだ

ったけど。

生活って身支度から始まる、今日1日何を

着るのかというところから始まる。旅行に行く

時にも曜日ごとに袋を作って旅行に出かけた

り、生活するにも中が見えるタンスにして、き

れいだろうがきたなかろうが曜日ごとにキチ

ンと着替えて次のを着る。それが今の洗濯の

仕方に繋がっているのかもしれない。

（事前の体験宿泊はしたことがある？）

生活ホームピアハイムでした。空いている

部屋に泊まった時に、部屋を見たら何もない

部屋だったのでこれじゃうちの娘は過ごせな

いと言って、カオルのTVを持って行くとなっ

た。あと絵を描くためのテーブルも。

ショートステイも使ったことが無かったから、

家族旅行と学校の旅行以外での初めての泊

まりだった。

（入居後はどうだったか？）

それはそれは（私も）通い、それですまいる

全体も掃除した（笑）。心配はやはり身支度・洗

濯だった。でも、カオルは洗濯をしてくれた。

食事作りの人（世話人）を気に入らないこと

もあった。追い出したこともあるのでは・・・。な

んとなく聞いたこともあったし、私の目の前で

スタッフにつかみかかることもあった。5年位

は暴れる事もあったのではないか。

今思うと本人も不安な気持ちもあったかも

しれない。部屋出て帰ってきても部屋がその

まんま。本人の中でも何かあったのかもしれな

い。その頃はカオルも苦労したと思う。私も苦

労したけどカオルも苦労していろいろ覚えた

のだと思う。

そして、すまいるに15年くらいいてカトレア

（編注：昴運営のグループホーム）に転居した。

カトレアに来た時はもう落ち着いてもうベテラ

ンという感じ。場所がかわっても平気、出来る

よという感じでした。

（今は週末帰省のスタイルだが、今後365

日のグループホーム生活はどう思うか？）

1日部屋にいることが主流になるかもしれな

いが、ちょっと出かけてくれるといいなという思

いはある。例えばお買い物や図書館。お昼は

ラーメンでも。カップラーメンでなく。頻回でな

くていい。映画も行けるといい。年間の中のど

こかで行ければ。

今は土日に帰るのが楽しみだと思うし私も

楽しみ。それがあと何年かでなくなってくると

なると、、、まだ体験していないから・・・。

行動援護を入れてお買い物をしているが

それもいいけどそれじゃない。やはり実家の帰

省と外出は違うでしょうね。

カトレア365日生活は兄貴の力も借りなきゃ

かな。2ヶ月に1回位ドライブに連れていってね

とか。そんな話もしています。

30年経ってふり返るとグループホームに入

居して本当によかったと思う。言葉も増えた

し、いろいろな食事も食べる。言葉が増えて会

話のいったりきたりがあるのが本当に嬉しい。

カオルと私がいつ台所で一緒に立つのだ
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ろうというのがスゴイ楽しみだった。母とも私

はそうしていたから。それが今できているの

がとても楽しい。『お茶碗洗いました』に対し

て、『助かるわぁ』の言葉がとっても嬉しそう。

私もとても嬉しい。これはグループホームに行

っているおかげかなとも思う。カオルも苦労し

たとも思うけど

3. 絵画・まちこうばグルーヴィンについて

（描画への興味はいつ頃からか？）

子どもの頃からテーブルとかに書いてい

た。カオルの絵はかわいいんだけど、あまり成

長していないかな？

まわりの評価に戸惑っている。カオルに怒ら

れると思うけど、そんなたいそうなものだとは

思っていない。皆さんの評価をとても嬉しく思

っているが、いいんですか？という感じ。石平

さん（編注：社会福祉法人昴職員）、いいんで

すか？という感じ。カオルの絵に関しては、石

平さんとカオルでやってください。私は遠くで

見ているという感じ。

グッズになっているのを見るとびっくりする。

友達にも見せるし嬉しい。だけど石平さんは

完売させなきゃいけないんだけど、私にはそ

んな力ありません～っていう感じ。そういう風

に思っちゃう。

絵のことはもっと力入れなきゃ駄目だった

んだね、と後悔がある。絵の教室にも連れて

いって何かしなきゃいけなかったかな、という

後悔もある

グルーヴィンの仲間にカオルが入れた、カ

オルは石平さんが好きでその方面を伸ばし

てくれたのは嬉しい。カオルのことを認めてく

れるような職員がいたことが嬉しい。もちろん

佐藤先生が石平さんのお尻を叩いてくれた

からという力もあったと思いますが、河崎さ

ん、石平さんだけでなく職員との出会いにカ

オルは恵まれたとも思っている。

昴・ウィズが出来てグループホームに入って

こういう風に流れてきてよかった。ただ、絵の

ことは質問されるとちょっと苦手。

4. 今後の昴について

佐藤先生、内田さんがウィズを作る時に言

っていた『仕事をするところでなくて楽しいと

ころ』、楽しいところということがいいと思う。

大事にしてほしいと思う。カオルもそれでここ

まで来ていると思う。

様々な世代に昴のいろいろな思いをつな

げていけるようにしていただき、利用される個

々の方々の楽しさ、幸せをどう実現していくか

にこだわっていただくことを、是非お願いした

い。
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証言 ユーザーから見た昴

親の本音、職員の本音

チボリ、カンパーニュ利用ご家族 門田八千代さんと社会福祉法人昴 町田尚広の対談から

本稿は、チボリご利用のご家族である門田八

千代様と職員の町田尚広の対談から町田が

まとめたものである。

社会福祉法人昴ワークショップ・チボリの誕

生は、地域福祉会代表であった門田さんと、

初代理事長佐藤進との出会いから始まる。

法人が企画したモンゴル旅行に門田さん

が参加した際に、若い人たちや、「金髪」の人

が主体となって活躍する姿を見て、そこには

福祉の地味なイメージがなかったと、当時を

懐かしむような優しい笑顔で述べられた。そ

んなフレッシュな若者スタッフに対する好感的

イメージは、地域福祉会「ワークショプ・チボリ」

を「社会福祉法人昴」へと移行させる原動力

となったようだ。

反面、現在の昴の状況については、制度が

確立されてしまい、四角四面なイメージとの

言葉を頂いた。門田さんによれば、昴の凄さ

は通所事業所にスタッフが勤めながら、グル

ープホームやヘルパー派遣に関わり、利用者

の生活２４時間３６５日を考え支えてくれるとこ

ろだったという。「発作の事、過ごし方の事、利

用者に寄り添う事で、親にも寄り添っていた。

今は正職員の数も少なく、職員も割り切らない

と仕事として成り立たないと思うし、そう願う

事も申し訳ないと感じる。また、職員が自信を

もち自分で考えられる様になる前に、他の事

業所に異動になってしまうこともある。現場で

働いている人達の、働き方に差があり過ぎる

ので、異動を決める人たちにはもっと現場に

入って欲しい」との指摘を頂いた。

現場で働くスタッフの身（町田）としては、保

護者の方が、とても静かになってしまった。そ

の様な違和感をかかえる。以前は、もっとこう

して欲しい、これを頼みたい等の要望が多く

寄せられていた。当時は正直“もっとスタッフ

に任せて欲しい”と思っていたし、まだ若かっ

たこともあり、「ご本人に決めさせてほしい」

「成人しているので、ご本人に任せてほしい」

と、こちらも負けずと思いを伝え返していた。

そして「町田さんはわかってないみたい」「も

っとこういう勉強をした方がいい」等と、面と

向かって言ってもらう事もあった（笑）。

でも、振り返れば、保護者の方達との双方

向のやりとり一つ一つが、その後自分を正し

い方向へと導いてくれていた。当時は、自分

は間違ってないと思い込んでいたし、その分

質問したし、悩んだし、本音のやりとりを重ね

る事ができた。今は、保護者の方からの話が

スッと入ってきて、もっと詳しく聞かせて欲しく

なる。もちろん、すべてを受け入れられる訳で

はないけれど、ポジティブに前向きに一緒に

考えたい、と思えてくる。

「職員は親の思い込みを外してくれる」、最

後に門田さんが呟いたこの一言が、胸に残っ

ている。今回は、決して昔は良かった的な思

い出話ではなく、今後、昴の仕事にどの様なア

ップデートが必要なのか？という問題提起だ

ったと理解している。金髪頭にはできないが、

より楽しく仕事をしていきたい、と思えた。
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差別や偏見に対する思い

アドヴァンス 久保田俊樹

私が入職して2年が経つ。

理工学部を卒業した私は、月並みに人の

役に立つ仕事がしたいと思い昴に入職した。

ある程度毎日の仕事や利用者様と接する

ことに慣れ、少し気持ちに余裕が出来ると、目

の前の利用者様だけでなく、周りが見えるよう

になってきた。それと同時に周囲の人の差別

や偏見が気になるようになった。

それは日々の活動や週末の移動支援等で

利用者様と外出した際に、電車の中や外出先

で怪訝そうな顔をする人や怖がって距離を

置く人を見て、差別や偏見を感じることが多

々あった。

世の中に、障害のある人々に対する差別や

偏見があるのは、障害のある人々と私たち健

常者をどこか別の存在として考えているから

だと思う。

事実、私が友人に障害のある方の生活を

支援する仕事の話しをすると「すごいね」、

「大変そうだね（笑）」とやはりどこか他人事、

自分には関係ないといった風に感じることが

あった。私自身も入職し、障害のある方々と実

際に接するまでは友人たちと同じように考え

ていた。

しかし、障害のある方と2年間共に過ごして

きた中で、毎日の食事を楽しみにする姿、気

持ちが伝わらなくて悩んだりする姿など色々

な方の色々な姿を見てきた。お互い言葉での

コミュニケーションが難しい利用者様同士が

肩を寄せ合い笑顔で過ごす姿を見た時、自

分よりもよほどコミュニケーション能力が高い

ようにも感じた。また、中には、自分より作業へ

の集中力やスピードが速い方もいる。障害が

あることで生きづらさの程度は違えど、障害

の有り無しで全く別の存在になってしまうわけ

ではない事、障害のある人々も自分たち健常

者と言われる人々も同じように生きていると

いう事を身にしみて感じている。

差別や偏見を無くす為には、もちろん法律

や制度も変えていく必要はあるのだと思う。そ

ういった要因の他に、同じ社会や地域で共に

生きている私たち一人ひとりが障害について

知り、自分たちとなんら変わりないのだと考え

を改めていくことが差別や偏見を無くす為に

必要だと私は思う。その為に、日々の支援の

中で地域に出る機会、それは必ずしも地域の

為に何かを成したり貢献しなくてはいけないと

いうような事ではなく、誰かの片手間を担うと

いった小さな事でも良いから、地域の人と直

接触れ合う機会を作ったり、また、見たことや

感じたことをそのまま伝えたりすることで、一

人でも多くの人に障害の有無なんて関係なく、

同じ社会に生きる人間であることを分かって

もらう、その橋渡しをすることも私たち支援者

の役目なのだと思う。

ここまで差別や偏見がなくなればと自分の

思いや理想を文字にしてきたが、自分はその

理想に向けてまだまだ何も出来ていないこ

と、言葉にするだけなら簡単だということを痛

感している。これからはその思いを胸に、口だ

けにならない様、行動で示す事ができる支援

者になりたい。
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共生社会フォーラムin埼玉に参加して

アドヴァンス 若槻なぎ沙／佐藤萌

1. アドヴァンス 若槻なぎ沙

私は、8月21日・22日に浦和の埼玉会館で

開催された共生社会フォーラムに新任者とし

ての立場で参加させていただきました。

初日の前半は表現活動の観覧、そして共

生社会に関する講演であり、後半は新任者・

学生のみによる講演についての感想を交え

たグループワークでした。2日目は新任者・学

生のみでのグループワークが1日がかりで行

われました。全国の様々な事業所から集まっ

た同年代の方々とのグループワークでの意見

交換はとても有意義な時間となりました。特に

2日目では『福祉とは』『共生社会とは』『障害

とは』というかなり大きく抽象的な議題につい

て意見等を出すというグループワークを行い

ました。それぞれの課題について頭を抱えな

がらも、ファシリテーターの助言を頂きつつ各

々が自分の中での考えを発表しました。明確

な正解がない課題であるからこそ難しい、し

かしその課題に向き合っていく事を自ら選び、

働く事を決めた自分たちにはその課題と永遠

に向き合っていく必要があるということを改め

て感じさせられました。また、新任者のみでの

グループワークはあまり固い形式ではなかっ

たので、思いついたこと、個人的な悩みごと

なども話すこともできたので、外面的にも内

面的にも成長することができ、参加させてい

ただく機会を与えて頂きとてもよかったと感じ

ています。

今後も、今回のフォーラムでの学びを無駄

にしないように大きく抽象的な課題に真摯に

根気強く向き合っていこうと思います。

2. アドヴァンス 佐藤萌

今回所長の推薦で参加したフォーラムで

は、4月からの数か月間働き、関わってきた福

祉について同世代とたくさん話すことができ

ました。そして西宮市社会福祉協議会の玉木

さんや社会福祉法人グローの2年目の先輩の

進行のもといろいろな意見や考え等を共有で

きたこの2日間はとても有意義なものになりま

した。

1日目の後半から新任者・学生のみのグル

ープになり日頃のモヤモヤや葛藤を打ち明け

ていきました。その中で新任チームが考えた

ことは「違和感を感じない世界」についてで

す。どうしても今の世の中には障害がある人

に対して「違和感」を持っていてその「違和

感」が無くなった時にはじめて皆が心地よく生

活していける世の中になるのではないかとい

うことです。“まだ福祉や障害について知らな

い”ということがこういう気持ちを生まれさせ

ているのだとも思いました。

私がこの2日間で「障害とは周りの人たちの

気持ちの違いであって、それは変えることが

できる」ということを知りました。それ以外にも

多くの気付きを得る事ができました。自分の

職場だけでは固まってしまう考えも、柔らかく

してまた新しい考えにも変えることができまし

た。これからも正解のない課題にぶつかるこ

とが多くあると思いますが、考えることを辞め

ずに向き合っていきたいです。
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My Opinion 今後の昴を担う20代職員の声

心理相談に関わるようになって思うこと

ハロークリニック 小林頌太

ハロークリニックで心理相談の業務に関わ

るようになって半年ほどが経ちます。心理相

談にこられる方々の悩みについてこちらも一

緒になって「どうすれば良いんだろう」と困っ

てしまうことも多く、日々力不足を痛感しま

す。

一方で、こちらの未熟さとは裏腹に、面接

の前後で相談者の何かが変わっていく様子を

目の当たりにすることもあります。面接後にこ

ちらが“何も役に立てなかったようだ”と落胆

していると、次の回では相談者から「なんだか

元気になりました」「最近学校に行くようになり

ました、なんでかわからないけど」と報告され

てびっくりしてしまう、ということが何度かあり

ました。その人自身の持つ力に畏敬の念を感

じるとともに、もしこちらが何か役に立てたこ

とがあるとすれば、その人自身の持つ力が最

大限に発揮されるための「添木（伴走）」のよう

な役割を少しは持てたということなのだろう

か、などと考えたりしています。

数少ないながらもそのような経験があった

ことで、支援者に求められているのは、相談

者の力が最大限発揮され、主体的な選択が

できるようにサポートする、つまり「エンパワ

ー」することだと腑に落ちるようになってきま

した。「エンパワーメント」という概念について

今までも学ぶことはありましたが、その言葉の

意味が単なる知識としてではなくより体験的

に理解されてきたように思います。

しかしそうだからと言って、支援者はただが

むしゃらに相手に接していればいい、というこ

とになるとも思えません。それぞれの相手に

合った「添木（伴走）」となるためには、こちら

が柔軟に形を変えることが重要になるはずで

す。そのための手段として、知識や技術、経験

を身に着ける必要があるのだと思います。

2019年4月に正規に入職してから約9ヵ月

が経った今、このようなことを考えながら仕事

をしています。しかし心理相談の中には困りご

とに進展のないまま相談を中断されてしまう

方もいます。その人の抱えている困りごとが

そのままどこにも繋がらず、宙ぶらりんになっ

てしまうような結果を招いてしまったのでは、

と思うとやり切れない気持ちになります。

また、困りごとを抱えていたとしても、そも

そも来談に至らない人も地域には多くいるで

しょう。来談しないこと自体がその人の主体的

な選択だと考えることもできますが、情報の

不足や気持ちの面でのハードルという要素も

大きいでしょう。

潜在的なニーズを持つ方との接点を作る

ことや維持していくことも含めて、自分にでき

る「エンパワーメント」とは何か、ということを

今後も考えていきたいと思っています。
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